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は
じ
め
に

　
「
森
鷗
外
を
伝
す
る
こ
と
も
論
ず
る
こ
と
も
容
易
な
業
で
は
な
い
」
と
は
、
鷗
外
へ
の

敬
愛
の
念
で
知
ら
れ
る
木
下
杢
太
郎
の
言
で
あ
る
）
1
（

。
文
豪
・
森
鷗
外
（
一
八
六
二
〜
一
九

二
二
）
の
生
涯
の
う
ち
、
晩
年
に
あ
た
る
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
一
二
月
二
五
日
に
帝

室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
に
任
ぜ
ら
れ
て
現
職
の
ま
ま
死
去
す
る
ま
で
の
四
年
半
に
つ
い

て
は
、
未
だ
充
分
な
解
明
が
為
さ
れ
て
い
な
い
が
、
中
に
は
鷗
外
が
文
豪
と
し
て
そ
の
公

務
を
遂
行
し
た
か
の
如
き
ス
タ
ン
ス
の
文
献
が
あ
る
。
例
え
ば
、
図
書
頭
在
任
中
の
鷗
外

に
つ
い
て
「
大
正
八
年
、
一
九
一
九
年
、
鷗
外
は
五
十
八
歳
で
あ
る
。『
北
条
霞
亭
』
の

仕
事
の
ほ
か
に
は
、
こ
の
年
も
十
一
月
に
奈
良
正
倉
院
行
が
あ
り
、
序
文
、
跋
文
、
題
言

を
書
き
、
宮
内
省
図
書
寮
所
蔵
の
書
物
の
調
査
整
理
を
す
る
ほ
か
に
は
目
立
っ
た
仕
事
は

し
て
い
な
い
」
と
評
す
る
一
文
が
そ
れ
で
あ
る
）
2
（

。
鷗
外
の
人
物
像
に
対
す
る
捉
え
方
は
多

様
で
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
評
し
た
著
者
に
は
、
あ
た
か
も
鷗
外
が

図
書
寮
を
書
斎
代
わ
り
に
し
て
創
作
に
励
む
こ
と
が
図
書
頭
の
職
務
で
あ
る
か
の
よ
う
な

思
い
込
み
が
あ
る
の
で
は
、
と
い
う
疑
念
さ
え
抱
か
せ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
鷗
外
に

と
っ
て
も
不
本
意
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
、
前
稿
）
3
（

に
て
、
鷗
外
の
就
任
時
の
決
意
を
始
め
、

公
務
の
大
要
や
具
体
的
な
遂
行
ぶ
り
を
採
り
上
げ
て
小
察
を
加
え
た
。
微
塵
の
如
き
成
果

で
は
あ
っ
た
が
、
図
書
頭
た
る
鷗
外
の
実
像
を
些
か
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
も
の
と
思
量
さ

れ
る
。
し
か
し
、
前
稿
で
は
鷗
外
が
関
与
し
た
立
案
・
決
裁
文
書
類
の
検
証
は
、
大
正
一

〇
年
の
み
に
留
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
小
稿
で
は
鷗
外
が
図
書
頭
に
就
任
し
た
日
か
ら
大
正

七
年
末
ま
で
を
整
理
し
、「
図
書
頭
森
林
太
郎
」
の
実
像
に
一
歩
近
づ
け
た
い
。

　

一
方
、
公
務
に
従
事
す
る
鷗
外
が
、
限
定
的
な
が
ら
創
作
活
動
を
続
け
て
い
た
こ
と
も
、

勿
論
事
実
で
あ
る
。
特
に
史
伝
『
渋
江
抽
斎
』
等
の
執
筆
を
通
し
て
歴
史
事
象
の
考
証
に

励
ん
だ
鷗
外
は
、
図
書
頭
就
任
後
に
「
帝
諡
考
」
を
、
帝
室
博
物
館
総
長
と
し
て
も
「
博

物
館
書
目
解
題
」
等
を
纏
め
た
）
4
（

。
こ
う
し
た
業
績
は
、
鷗
外
な
ら
で
は
と
言
え
よ
う
。
さ

ら
に
図
書
頭
在
任
中
、
自
ら
の
歴
史
考
証
に
依
拠
す
る
史
伝
『
北
条
霞
亭
』
を
新
聞
や
雑

誌
に
連
載
す
る
な
ど
、
寸
暇
を
惜
し
ん
で
公
私
の
活
動
を
推
し
進
め
た
鷗
外
を
検
証
す
る

に
は
、
関
係
者
の
個
人
文
書
を
可
能
な
範
囲
で
調
査
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
小
稿
で

は
、
試
み
に
鷗
外
の
『
渋
江
抽
斎
』
執
筆
に
際
し
て
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
宮
内
省
の
諸
陵

寮
に
勤
め
て
い
た
外との
崎さき
覚かく
（
一
八
五
九
〜
一
九
三
二
）
の
関
係
資
料
を
採
り
上
げ
、
こ

れ
ま
で
に
報
告
さ
れ
て
い
な
い
鷗
外
の
動
静
等
も
紹
介
し
て
み
た
い
。

図
書
頭
森
林
太
郎
（
鷗
外
）
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
（
二
）

│
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
資
料
及
び
外
崎
覚
関
係
資
料
を
中
心
と
し
て
│

沼　

倉　

延　

幸
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な
お
、
小
稿
で
は
、
概
ね
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
た
る
鷗
外
は
本
名
の
「
森
林
太

郎
」
な
い
し
「
森
」
と
称
し
、
文
学
者
と
し
て
の
活
動
や
ト
ー
タ
ル
な
人
物
像
に
重
点
が

あ
る
記
述
は
「
森
鷗
外
」
な
い
し
「
鷗
外
」
と
称
し
て
叙
述
す
る
。

一
、
図
書
頭
森
林
太
郎
の
職
務
の
大
要
│
就
任
後
一
年
間
を
事
例
と
し
て
│

　

森
林
太
郎
が
大
正
六
年
に
図
書
頭
に
就
任
し
て
か
ら
翌
七
年
末
ま
で
を
対
象
例
と
し
て
、

公
務
で
取
り
扱
っ
た
立
案
・
決
裁
文
書
等
を
一
覧
化
し
た
も
の
が
表
１
で
あ
る
）
5
（

。
以
下
、

こ
れ
に
即
し
つ
つ
、
掻
い
摘
ま
ん
で
特
徴
あ
る
職
務
に
焦
点
を
当
て
て
み
た
い
。

（
一
）　

宮
内
省
の
公
文
書
類
の
管
理

　

前
置
き
に
な
る
が
、
宮
内
省
の
図
書
寮
で
は
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
四
月
二
九

日
か
ら
寮
内
の
記
録
課
が
公
文
書
類
の
編
纂
及
び
保
管
を
掌
る
業
務
を
開
始
し
た
。
こ
の

時
期
か
ら
大
正
期
に
至
る
公
文
書
関
係
業
務
の
全
般
に
つ
い
て
は
、
既
に
こ
れ
を
通
観
す

る
研
究
が
あ
る
）
6
（

。
ち
な
み
に
記
録
課
は
、
森
の
図
書
頭
在
任
期
に
は
庶
務
課
公
文
書
掛
に

改
組
さ
れ
て
い
た
が
）
7
（

、
小
稿
で
は
先
学
の
研
究
と
の
重
複
を
避
け
つ
つ
、
森
が
扱
っ
た
公

文
書
管
理
業
務
の
若
干
例
を
以
下
に
摘
記
す
る
。

　

ま
ず
、
森
が
図
書
頭
に
就
任
し
た
当
日
に
図
書
頭
の
決
裁
文
書
が
二
件
あ
る
。
こ
の
う

ち
一
件
は
、「
大
膳
寮
大
正
五
年
供
御
録
両
陛
下
宮
城
ノ
部
以
下
二
十
一
冊
領
収
ノ
件
）
8
（

」

で
、
大
膳
寮
が
作
成
し
た
公
文
書
類
を
図
書
寮
に
移
管
し
た
書
類
で
あ
り
、
こ
の
決
裁
者

は
前
任
者
の
山
口
鋭
之
助
で
あ
っ
た
。
も
う
一
件
は
、「
曝
書
臨
時
傭
大
沼
親
光
外
五
名

解
雇
ノ
件
）
9
（

」
で
、
こ
ち
ら
は
図
書
頭
決
裁
欄
に
押
印
や
花
押
が
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
森
の

関
与
は
未
詳
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
大
正
六
年
一
二
月
二
八
日
に
図
書
寮
に
出
勤
し
た
森
は
、
寮
内
の
各
課
を
巡

回
し
た
後
、
午
後
に
は
宮
内
省
本
省
に
出
向
き
宮
内
大
臣
波
多
野
敬
直
に
面
会
し
た
。
こ

の
間
の
こ
と
と
察
せ
ら
れ
る
が
、
宮
内
省
の
公
文
書
管
理
に
つ
い
て
「
公
文
書
類
編
纂
保

管
規
程
中
改
正
ノ
件
（
訓
令
第
二
八
号
）
10
（

）」
に
押
印
し
た
。
こ
れ
が
管
見
の
限
り
、
森
が

図
書
頭
と
し
て
最
初
に
押
印
し
た
公
文
書
で
あ
る
。
大
臣
官
房
調
査
課
「
訓
令
録
）
11
（

」
を
見

る
と
、「
訓
令
第
二
八
号
」
に
関
す
る
宮
内
大
臣
決
裁
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
調
査
課
長
が
同
年
六
月
七
日
に
立
案
し
た
案
件
で
あ
る
が
、
決
裁
さ
れ
た
の
は
一
二
月

二
七
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
決
裁
文
書
の
立
案
・
決
裁
は
図
書
頭
が
押
印
す
る
形
式
で
は
な

い
が
、
あ
た
か
も
二
日
前
の
森
の
図
書
頭
就
任
を
待
っ
た
か
の
如
き
気
配
が
窺
え
る
。

　

こ
の
「
訓
令
第
二
八
号
」
は
、
宮
内
省
内
の
公
文
書
類
の
保
存
期
間
と
簿
冊
名
に
変
更

を
及
ぼ
し
た
）
12
（

。
そ
の
結
果
、
作
成
さ
れ
た
公
文
書
が
大
正
八
年
の
図
書
寮
「
例
規
録
」
の

「
公
文
書
類
保
存
期
間
ノ
区
別
及
編
纂
簿
冊
名
改
定
ノ
件
）
13
（

」
で
あ
る
。
こ
れ
は
図
書
頭
の

立
案
に
よ
る
宮
内
大
臣
決
裁
文
書
で
あ
り
、
協
議
を
経
て
改
定
さ
れ
た
保
存
期
限
と
簿
冊

名
を
列
記
し
た
各
部
局
の
文
書
を
収
載
す
る
が
、
後
続
し
て
「
公
文
書
類
保
存
期
限
ノ
区

別
及
編
纂
簿
冊
名
改
定
ニ
付
協
議
往
復
書
類
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
往
復
書

類
」
は
、
七
年
に
「
訓
令
第
二
八
号
」
に
よ
っ
て
図
書
頭
が
省
内
の
各
部
局
長
と
の
協
議

に
よ
り
生
じ
た
記
録
で
あ
り
、
こ
の
中
で
森
が
最
初
に
決
裁
し
た
図
書
頭
と
関
係
部
局
長

と
の
協
議
文
書
は
、
表
１
に
挙
げ
た
よ
う
に
三
月
一
日
の
侍
医
寮
と
の
協
議
で
あ
る
。
こ

れ
を
含
め
、
各
部
局
か
ら
の
回
答
が
あ
る
が
、
異
議
の
な
い
も
の
は
書
式
や
文
面
に
相
違

が
あ
る
も
の
の
概
ね
同
内
容
で
あ
っ
た
。
一
方
、
調
度
頭
、
帝
室
会
計
審
査
局
長
官
、
帝

室
博
物
館
総
長
、
女
子
学
習
院
長
か
ら
の
回
答
は
、
修
正
希
望
ま
た
は
付
記
事
項
が
記
さ

れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
帝
室
博
物
館
総
長
か
ら
図
書
頭
へ
の
回
答
を
引
用
す
る
。
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「（
帝
室
博
物
館
文
書
番
号
）

第
一
二
三
八
号
」

大
正
七
年
七
月
十
七
日

　
　

帝
室
博
物
館
総
長
医
学
博
士

文
学
博
士
森
林
太
郎
（
帝
室
博
物
館
総
長
印
）

図
書
頭
医
学
博
士

文
学
博
士
森
林
太
郎
殿

　
　
　
　
　

回
答

本
月
十
日
付
図
普
第
三
六
号
ヲ
以
テ
御
協
議
ニ
係
ル
帝
室
博
物
館
公
文
書
類
保
存
期

限
及
公
文
書
類
編
纂
簿
冊
名
ノ
儀
ハ
異
存
無
之
候
得
共
、
左
記
事
項
ハ
特
ニ
予
メ
御

承
認
置
相
成
度
候
、

一
、
三
十
年
保
存
「
編
纂
著
訳
及
出
版
ニ
関
ス
ル
書
類
」
ニ
シ
テ
明
治
三
十
二
年
七

月
以
前
ノ
出
版
ニ
係
ル
モ
ノ
ハ
保
存
期
限
満
了
セ
ル
モ
ノ
ト
雖
、
今
後
尚
十
ヶ
年

余
保
存
ノ
必
要
有
之
候
ニ
付
、
右
書
類
ハ
廃
棄
セ
ラ
レ
サ
ル
様
致
度
事
、

　

こ
れ
は
、
帝
室
博
物
館
総
長
か
ら
図
書
頭
へ
の
回
答
で
あ
る
の
で
、
発
信
者
及
び
受
信

者
の
双
方
が
森
林
太
郎
で
あ
る
文
書
の
一
例
で
あ
る
。
総
長
た
る
森
の
役
職
・
氏
名
は
、

他
の
部
局
長
同
様
に
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
協
議
に
は
約
一
年
間
を
要

し
て
お
り
、
表
１
の
大
正
七
年
に
お
い
て
本
件
に
関
す
る
文
書
が
散
見
さ
れ
る
事
由
は
、

こ
の
た
め
で
あ
る
。
但
し
、
一
〇
年
の
図
書
寮
「
例
規
録
」
に
編
綴
さ
れ
た
「
公
文
書
類

編
纂
ノ
儀
ニ
付
皇
后
宮
大
夫
ヘ
通
牒
ノ
件
）
14
（

」
に
よ
れ
ば
、
皇
后
宮
職
に
関
し
て
は
一
〇
年

ま
で
か
か
っ
て
お
り
、
図
書
頭
か
ら
皇
后
宮
大
夫
に
宛
て
た
「
通
牒
」
に
は
「
貴
部
局
ニ

限
リ
特
例
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
次
第
ニ
有
之
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

右
記
の
「
訓
令
第
二
八
号
」
の
押
印
に
続
き
、
記
録
上
は
大
正
七
年
一
月
一
日
の
訓
令

施
行
日
に
森
は
「
公
文
書
類
編
纂
保
管
規
程
細
則
中
改
正
施
行
並
大
臣
ニ
報
告
ノ
件
）
15
（

」
を

決
裁
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
立
案
日
は
、「
十
」
と
書
き
出
し
た
文
字
を
抹
消
し
て
「
一
」

と
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
本
件
に
関
わ
る
文
書
も
一
五
日
、
一
七

日
に
決
裁
し
て
い
る
が
、
一
七
日
の
「
案
」
の
立
案
日
は
「
十
七
」
を
抹
消
し
て
「
一
」

に
直
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
付
さ
れ
た
「
寮
中
各
課
」
宛
て
の
図
書
頭
の
通
達
を
含
め
て

二
箇
所
、「
十
七
日
」
に
貼
紙
を
し
て
「
一
日
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
編
修
課
「
日
誌
）
16
（

」

に
よ
れ
ば
、
編
修
課
に
通
達
が
回
覧
さ
れ
た
こ
と
は
一
九
日
条
に
記
さ
れ
て
お
り
、「
但

大
正
七
年
一
月
一
日
ヨ
リ
施
行
、
同
日
附
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
は
一
七
日

に
扱
わ
れ
た
も
の
が
、「
訓
令
」
施
行
日
に
合
わ
せ
て
一
日
に
扱
っ
た
こ
と
に
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
上
掲
の
「
大
臣
ニ
報
告
ノ
件
」
も
一
七
日
の
決
裁
か
と
察
せ
ら

れ
る
が
、
立
案
日
に
「
七
」
と
記
さ
れ
た
形
跡
が
な
く
、
表
１
で
は
便
宜
上
、
一
日
の
ま

ま
と
し
た
。
な
お
、
森
の
「
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
一
七
日
に
宮
内
次
官
石
原
健
三
に
面
会

し
て
い
る
。

　

そ
し
て
三
月
一
日
以
降
、
具
体
的
な
作
業
と
し
て
「
公
文
書
類
保
存
期
限
ノ
区
別
及
編

纂
簿
冊
名
改
正
ニ
付
協
議
ノ
件
）
17
（

」
が
図
書
頭
か
ら
侍
医
寮
ヘ
発
せ
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
に

各
部
局
と
の
協
議
が
行
わ
れ
て
お
り
、
表
１
に
明
ら
か
な
よ
う
に
取
り
扱
っ
た
件
数
も
比

例
し
て
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
四
月
四
日
に
「
公
文
書
類
編
纂
ノ
順
序
ニ
付
各
部
局
へ
照

会
ノ
件
）
18
（

」
を
決
裁
す
る
と
、
こ
れ
以
降
八
月
ま
で
各
部
局
か
ら
の
「
回
答
」
が
図
書
寮
に

届
き
、
森
は
そ
の
大
半
に
花
押
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
図
書
寮
庶
務
課
公
文
書
掛
の

所
管
で
あ
り
、
部
局
間
に
亙
る
業
務
の
細
部
は
担
当
官
同
士
が
行
っ
た
と
し
て
も
、
森
に

と
っ
て
図
書
頭
就
任
以
来
、
大
正
七
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
重
点
的
に
推
進
さ
れ
た
業
務

の
一
つ
が
協
議
を
含
む
公
文
書
管
理
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
経
緯
も
あ
っ
て
、

関
係
文
書
の
中
に
は
八
年
の
図
書
寮
「
例
規
録
」
に
編
綴
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

　

上
記
の
ほ
か
、
大
正
七
年
一
月
二
二
日
に
大
臣
官
房
総
務
課
か
ら
省
内
職
員
進
退
等
に

関
す
る
公
文
書
類
を
受
領
し
た
「
大
臣
官
房
総
務
課
大
正
四
年
宮
内
職
員
進
退
録
以
下
九

冊
領
収
ノ
件
）
19
（

」
以
下
、
折
に
触
れ
て
図
書
寮
は
省
内
各
部
局
か
ら
の
移
管
公
文
書
類
を
受
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領
し
て
い
る
。
こ
れ
は
毎
年
の
恒
例
業
務
で
あ
る
。

（
二
）
公
文
書
類
の
管
理
以
外
の
業
務
│
数
例
の
紹
介
│

　

図
書
頭
森
林
太
郎
の
管
理
業
務
は
、
庶
務
全
般
を
始
め
、
公
文
書
類
の
編
纂
・
収
受
、

皇
統
譜
及
び
天
皇
皇
族
実
録
の
編
修
、
皇
統
譜
及
び
皇
室
典
範
・
皇
室
令
正
本
等
の
尚
蔵
、

図
書
の
整
理
・
出
納
等
の
諸
々
に
亙
っ
て
い
る
。
前
稿
に
お
い
て
森
林
太
郎
が
図
書
頭
在

任
期
の
「
図
書
寮
事
務
分
掌
規
定
」
一
覧
表
を
掲
げ
、
図
書
頭
の
職
務
の
大
要
を
整
理
し

た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
上
述
の
公
文
書
類
の
管
理
以
外
で
立
案
・
決
裁
等
を
行
っ
た
業

務
を
遍
く
紹
介
す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
表
１
の
見
出
し
代
わ
り
に
幾

つ
か
の
事
例
を
簡
略
に
挙
げ
て
お
く
に
留
め
る
。

【「
御
歴
代
ノ
代
数
及
御
年
紀
等
ニ
関
ス
ル
取
調
書
大
臣
ニ
提
出
ノ
件
」】　

大
正
七
年
一

月
一
五
日
に
森
が
決
裁
し
た
「
御
歴
代
ノ
代
数
及
御
年
紀
等
ニ
関
ス
ル
取
調
書
大
臣
ヘ
提

出
ノ
件
）
20
（

」
は
、
前
稿
で
触
れ
た
。
編
修
課
皇
統
譜
掛
の
所
管
で
あ
り
、
森
が
就
任
す
る
前

か
ら
図
書
寮
の
課
題
で
あ
っ
た
。

【「
皇
室
略
牒
」】　

一
月
二
四
日
以
降
に
散
見
さ
れ
る
「
皇
室
略
牒
」
に
関
す
る
文
書
）
21
（

は
、

天
皇
家
及
び
各
宮
家
の
家
族
構
成
等
を
略
観
で
き
る
印
刷
物
で
あ
り
、「
国
立
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
も
見
ら
れ
る
。
庶
務
課
庶
務
掛
の
所
管
で
あ
り
、
毎
年

の
図
書
寮
「
雑
件
録
」
に
関
係
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

【
編
修
業
務
上
の
図
書
借
入
】　

二
月
二
一
日
以
降
に
散
見
さ
れ
る
「
内
閣
記
録
課
外
四

箇
所
ヨ
リ
図
書
借
用
ノ
件
）
22
（

」
も
、
毎
年
の
作
業
で
あ
る
。
前
稿
で
掲
出
し
た
大
正
一
〇
年

の
「
図
書
借
入
ニ
関
ス
ル
往
復
書
類
」
と
同
様
で
あ
り
、
編
修
課
実
録
掛
の
業
務
等
の
た

め
、
編
修
課
長
の
立
案
で
省
外
か
ら
借
用
し
た
古
記
録
等
の
実
相
が
わ
か
る
。
編
修
課

「
日
誌
）
23
（

」
に
も
同
課
の
業
務
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
表
１
で
は
割
愛
し
た
。

【
図
書
寮
庁
舎
等
の
建
築
業
務
】　

大
正
七
年
二
月
一
八
日
の
立
案
と
見
ら
れ
る
「
庁
舎

及
文
庫
新
築
ノ
儀
ニ
付
伺
ノ
件
）
24
（

」、
三
月
二
八
日
決
裁
の
「
文
庫
改
築
ニ
付
内
閣
文
庫
其

他
視
察
ノ
件
）
25
（

」、
五
月
一
一
日
決
裁
の
「
文
庫
設
計
図
書
送
付
方
依
頼
ノ
件
）
26
（

」
等
は
、
図

書
寮
の
庁
舎
・
文
庫
の
建
築
業
務
関
係
書
類
で
あ
り
、
六
月
に
石
川
県
立
図
書
館
や
大
正

記
念
長
岡
市
立
互
尊
文
庫
等
か
ら
送
付
さ
れ
た
回
答
も
編
綴
さ
れ
て
い
る
。
庶
務
課
庶
務

掛
の
所
管
で
、
当
時
の
図
書
寮
を
め
ぐ
る
建
造
物
の
設
計
等
の
過
程
に
お
い
て
、
言
う
な

れ
ば
内
匠
寮
に
丸
投
げ
せ
ず
、
こ
う
し
た
外
部
組
織
の
設
計
事
例
を
参
考
に
し
た
こ
と
が

窺
え
、
独
自
設
計
に
拘
ら
な
か
っ
た
点
が
興
味
深
い
。

【
皇
統
譜
の
登
録
及
び
皇
族
の
冠
婚
葬
祭
関
係
】　

大
正
七
年
に
森
が
携
わ
っ
た
皇
統
譜

登
録
は
、
森
に
と
っ
て
初
例
と
な
る
六
月
四
日
立
案
・
一
〇
日
登
録
の
伏
見
宮
恭
子
女
王

の
帰
嫁
の
ほ
か
、
七
月
一
三
日
立
案
・
二
二
日
登
録
の
久
邇
宮
賀
彦
王
薨
去
、
同
月
一
三

日
立
案
・
二
二
日
登
録
の
同
宮
珖
子
女
王
薨
去
の
都
合
三
件
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
庶
務

課
庶
務
掛
の
所
管
で
、
図
書
寮
「
皇
統
譜
録
」
に
関
係
文
書
が
あ
る
）
27
（

。
な
お
、
前
稿
で
登

録
に
あ
た
っ
て
の
具
体
例
を
紹
介
し
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
大
正
七
年
二
月
一
日
決
裁
の
「
稔
彦
王
殿
下
王
男
子
御
誕
生
ニ
関
ス
ル
書
類
ヲ

宗
秩
寮
ヨ
リ
領
収
ノ
件
）
28
（

」
は
、
昨
六
年
の
書
類
で
、
東
久
邇
宮
家
の
師
正
王
の
誕
生
・
命

名
等
に
関
す
る
書
類
が
宗
秩
寮
か
ら
図
書
寮
に
引
き
継
が
れ
た
。
図
書
課
尚
蔵
掛
の
所
管

で
あ
る
。
七
年
に
は
、
森
は
こ
れ
以
外
に
大
臣
官
房
総
務
課
か
ら
皇
室
令
正
本
及
び
附
属

書
類
、
恭
子
女
王
の
婚
嫁
書
類
等
の
領
収
を
決
裁
し
た
）
29
（

。

【
帝
室
博
物
館
総
長
と
し
て
の
公
務
（
正
倉
院
関
係
）】　

前
稿
同
様
、
帝
室
博
物
館
総
長

と
し
て
の
公
務
に
も
触
れ
て
お
く
）
30
（

。
宮
内
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
大
臣
官
房
総
務
課
「
正

倉
院
御
物
拝
観
録
）
31
（

」
に
は
、
大
正
七
年
九
月
一
三
日
に
森
が
宮
内
大
臣
波
多
野
敬
直
に
上
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申
し
た
「
帝
室
博
物
館
総
長
ヨ
リ
正
倉
院
曝
凉
ノ
儀
並
拝
観
期
間
御
治
定
上
申
ノ
件
」
を

始
め
、
正
倉
院
御
物
の
曝
凉
と
こ
れ
に
伴
う
拝
観
許
可
等
を
め
ぐ
る
件
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
帝
室
博
物
館
総
長
と
し
て
は
毎
年
恒
例
の
業
務
で
あ
る
が
、
森
が
在
任
中

に
拝
観
資
格
を
改
善
し
た
こ
と
は
既
に
研
究
が
あ
り
）
32
（

、
前
稿
で
も
論
じ
た
。
小
稿
で
は
、

大
正
七
年
の
正
倉
院
関
係
案
件
の
う
ち
、
こ
れ
と
は
異
な
る
事
例
を
幾
つ
か
紹
介
し
た
い
。

例
え
ば
、
同
年
一
〇
月
九
日
に
大
臣
官
房
総
務
課
長
が
立
案
し
、
森
が
決
裁
に
加
わ
っ
た

「
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
官
黒
板
勝
美
外
二
名
拝
観
許
可
ノ
件
）
33
（

」
は
、
毎
年
恒
例
の
正

倉
院
文
書
の
謄
写
・
校
合
に
関
す
る
許
可
で
あ
り
、
一
〇
月
二
三
日
の
総
務
課
長
立
案
で

森
が
決
裁
に
加
わ
っ
た
「
文
部
省
国
語
調
査
嘱
託
大
矢
透
正
倉
院
聖
語
蔵
経
巻
拝
観
許
可

ノ
件
）
34
（

」
も
、
同
様
に
拝
観
の
便
宜
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
同
じ
二
三
日
に
総
務

課
属
が
立
案
し
、
森
が
決
裁
に
加
わ
っ
た
「
大
阪
陸
軍
兵
器
支
廠
々
員
陸
軍
砲
兵
大
尉
村

川
補
拝
観
願
出
許
可
ノ
件
）
35
（

」
で
は
、「
兵
器
保
存
法
研
究
ノ
件
ハ
、
拝
観
ノ
際
掛
員
ニ
質

問
相
成
候
ハ
ヽ
説
明
可
致
、
御
物
ニ
手
ヲ
触
ル
ヽ
コ
ト
ハ
許
可
不
相
成
候
」
と
条
件
が
付

さ
れ
て
い
る
（
但
し
、
願
書
中
に
は
「
御
物
ニ
手
ヲ
触
ル
ヽ
」
と
い
っ
た
希
望
は
記
さ
れ

て
い
な
い
）。
さ
ら
に
、
一
一
月
一
八
日
の
総
務
課
長
立
案
の
「
文
部
省
美
術
展
覧
会
出

品
者
中
推
薦
者
並
特
選
者
拝
観
願
出
不
許
可
ノ
件
）
36
（

」
に
は
、
帝
室
博
物
館
総
長
た
る
森
が

総
務
課
長
近
藤
久
敬
に
宛
て
た
意
見
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
本
件
は
不

許
可
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
森
は
、
こ
れ
に
該
当
す
る
「
未
拝
観
者
六
百
弐
拾
余
名
」

を
「
余
ス
所
之
拝
観
期
間
僅
ニ
拾
日
」
に
拝
観
さ
せ
て
は
「
宝
庫
非
常
之
雑
踏
ヲ
来
シ
可

申
歟
ト
被
存
候
」
と
し
、「
今
回
之
処
ハ
先
以
テ
可
然
御
謝
絶
相
成
候
様
致
度
」
と
の
意

見
で
あ
る
。
ま
た
、
森
は
意
見
書
で
「
相
当
ノ
伎
倆
ア
ル
美
術
家
ニ
拝
観
之
許
可
ヲ
与
ヘ

ラ
レ
候
如
キ
ハ
、
美
術
奨
励
之
一
端
ニ
モ
相
成
」
と
し
、「
拝
観
者
資
格
改
正
等
御
施
行

相
成
候
際
ニ
ハ
、
右
文
部
大
臣
照
会
之
旨
趣
ノ
如
キ
可
成
御
斟
酌
相
成
度
」
と
も
述
べ
て

お
り
、
こ
れ
は
拝
観
資
格
の
改
正
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

右
に
採
り
上
げ
た
「
正
倉
院
御
物
拝
観
録
」
の
作
成
部
局
は
大
臣
官
房
総
務
課
で
あ
っ

た
が
、
東
京
帝
室
博
物
館
「
正
倉
院
録
）
37
（

」
に
は
恒
例
の
「
聖
語
蔵
経
巻
修
理
ノ
件
」
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
聖
語
蔵
に
伝
わ
る
経
巻
の
修
理
・
還
納
を
奈
良
帝
室
博
物
館

に
託
す
も
の
で
あ
り
、
大
正
七
年
は
本
件
一
件
の
み
が
編
綴
さ
れ
て
い
る
）
38
（

。
ち
な
み
に
翌

八
年
の
「
正
倉
院
録
」
に
は
、
本
件
の
ほ
か
に
同
年
一
〇
月
二
二
日
に
森
が
決
裁
し
た

「
正
倉
院
宝
庫
新
館
建
設
ノ
儀
ニ
付
上
申
ノ
件
」
も
見
え
る
）
39
（

。

　

ま
た
、
表
１
に
は
「
鷗
外
日
記
）
40
（

」
か
ら
、
大
正
七
年
一
一
月
七
日
に
正
倉
院
で
「
天
寿

国
繡
帳
残
欠
」
の
調
査
を
行
っ
た
こ
と
に
関
す
る
記
事
を
引
い
た
。
翌
八
年
一
一
月
二
二

日
に
は
、
こ
の
「
残
欠
」
を
中
宮
寺
に
下
賜
す
る
準
備
の
た
め
、
森
が
こ
れ
を
東
京
の
宮

内
省
へ
携
行
し
て
お
り
、
大
臣
官
房
総
務
課
「
重
要
雑
録
）
41
（

」
に
関
係
文
書
が
あ
る
。
本
件

は
前
稿
で
論
じ
た
が
、
こ
の
「
天
寿
国
繡
帳
残
欠
」
が
、
平
成
三
〇
年
に
奈
良
国
立
博
物

館
で
展
示
さ
れ
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
）
42
（

。

【「
鷗
外
日
記
」
及
び
編
修
課
「
日
誌
」
と
の
関
係
】　

小
稿
で
は
森
の
日
毎
の
動
静
を
知

る
資
料
と
し
て
、「
鷗
外
日
記
」
及
び
鷗
外
の
書
翰
の
ほ
か
に
、
図
書
寮
の
一
部
局
で
あ

る
編
修
課
の
「
日
誌
」
を
使
用
し
た
。
こ
の
「
日
誌
」
で
は
、
森
の
動
静
の
殆
ど
は
「
寮

頭
出
頭
」
等
の
文
言
に
留
ま
る
が
、
森
の
新
任
当
初
の
動
静
が
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
例
え
ば
表
１
に
掲
げ
た
大
正
七
年
一
月
一
九
日
、
二
月
一
二
日
、
三
月
二
五
日
、
七

月
一
五
日
、
一
二
月
九
日
、
同
月
二
七
日
の
各
条
を
見
る
と
、
現
場
部
局
な
ら
で
は
の
情

報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
鷗
外
日
記
」
及
び
鷗
外
の
書
翰
に
つ
い
て
は
、
表
１
の

記
載
は
あ
く
ま
で
抄
出
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
具
体
的
に
は
『
鷗
外
全
集
』
に
て
確
認
さ
れ

た
い
。
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二
、
図
書
頭
森
林
太
郎
の
文
筆
活
動
と
人
的
交
流

（
一
）「
筆
硯
廃
絶
」
と
「
歴
史
物
残
稾
」

　

前
稿
で
触
れ
た
が
、
森
鷗
外
が
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
に
就
任
す
る
に
あ
た
り
、

自
ら
「
筆
硯
廃
絶
」
云
々
と
休
筆
宣
言
の
如
く
自
制
す
る
旨
の
書
翰
を
永
井
荷
風
に
送
っ

て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
た
荷
風
は
、
日
記
『
断
腸
亭
日
乗
』
に
「
正
月
廿
四
日
。
鷗
外
先

生
の
書
に
接
す
。
先
生
宮
内
省
に
入
り
帝
室
博
物
館
長
に
任
ぜ
ら
れ
て
よ
り
而
後
全
く
文

筆
に
遠
ざ
か
る
べ
し
と
の
こ
と
な
り
。
何
と
も
知
れ
ず
悲
し
き
心
地
し
て
堪
え
が
た
し
」

と
嘆
い
た
）
43
（

。
鷗
外
が
「
歴
史
物
残
稾
」
す
な
わ
ち
史
伝
等
を
除
い
て
休
筆
す
る
方
針
の
も

と
、
主
に
図
書
頭
在
任
中
に
新
聞
・
雑
誌
類
に
掲
載
し
た
作
品
を
挙
げ
て
み
る
）
44
（

。

　
『
北
条
霞
亭
』
は
、
大
正
六
年
一
〇
月
二
〇
日
か
ら
一
二
月
二
六
日
ま
で
『
東
京
日
日

新
聞
』
及
び
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
に
連
載
、
七
年
二
月
か
ら
九
月
ま
で
『
帝
国
文
学
』
に

連
載
さ
れ
た
。
そ
の
続
編
と
言
う
べ
き
『
霞
亭
生
涯
の
末
一
年
』
は
、
九
年
一
〇
月
か
ら

一
〇
年
一
一
月
ま
で
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
に
連
載
さ
れ
、
完
結
し
た
。
こ
の
間
、『
礼
儀
小
言
』

の
連
載
と
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
『
ペ
リ
カ
ン
』
の
訳
載
が
あ
っ
た
。
絶
筆
と
言
う
べ
き

『
古
い
手
帳
か
ら
』
は
、
一
〇
年
一
一
月
か
ら
翌
年
七
月
ま
で
『
明
星
』
に
連
載
さ
れ
、

中
絶
と
な
っ
た
。
ほ
か
に
、『
奈
良
五
十
首
』
が
一
一
年
一
月
に
『
明
星
』
に
掲
載
さ
れ

た
。
ま
た
、
出
版
物
と
し
て
は
、
公
務
か
ら
生
ま
れ
た
『
帝
諡
考
』
が
一
〇
年
三
月
に
図

書
寮
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

　

右
に
よ
れ
ば
、
鷗
外
が
就
任
す
る
直
前
か
ら
在
任
中
の
過
半
に
亙
っ
て
連
載
さ
れ
た
史

伝
が
『
北
条
霞
亭
』
と
『
霞
亭
生
涯
の
末
一
年
』
で
あ
り
、
こ
れ
に
続
い
て
死
去
す
る
ま

で
連
載
さ
れ
た
手
記
が
『
古
い
手
帳
か
ら
』
で
あ
る
。
他
は
、
い
ず
れ
も
一
回
限
り
か
短

期
間
の
掲
載
で
あ
り
、『
帝
諡
考
』
は
公
務
上
の
産
物
で
あ
る
）
45
（

。
ち
な
み
に
、『
北
条
霞

亭
』
は
、
鷗
外
の
代
表
的
な
史
伝
の
一
つ
で
あ
り
）
46
（

、
近
年
、
そ
の
自
筆
原
稿
が
定
説
だ
っ

た
神
奈
川
近
代
文
学
館
所
蔵
の
原
稿
で
は
な
く
、
亘
理
町
立
郷
土
資
料
館
保
管
の
「
江
戸

清
吉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
個
人
蔵
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
原
稿
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
）
47
（

。

ま
た
、
続
編
に
あ
た
る
『
霞
亭
生
涯
の
末
一
年
』
の
自
筆
原
稿
の
一
部
は
、
鷗
外
の
次
女

小
堀
杏
奴
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
が
、
文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館
に
寄
贈
さ
れ
た
）
48
（

。

（
二
）
人
的
交
流
│
外
崎
覚
を
事
例
と
し
て
│

　

外
崎
覚
は
、
森
鷗
外
の
史
伝
『
渋
江
抽
斎
）
49
（

』
の
中
で
、
鷗
外
が
抽
斎
の
子
孫
で
あ
る
渋

江
保
ら
に
出
会
う
際
の
橋
渡
し
役
と
し
て
登
場
す
る
。
鷗
外
は
、『
渋
江
抽
斎
』
の
「
そ

の
二
十
五
」
で
「
外
崎
さ
ん
が
、
わ
た
く
し
の
渋
江
氏
の
子
孫
を
捜
し
出
す
媒
な
か
だ
ちを
し
た
」

と
表
現
し
、「
そ
の
五
」
で
初
対
面
の
外
崎
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

外
崎
さ
ん
は
官
吏
で
、
籍
が
諸しよ
陵
り
よ
う

寮
り
よ
う
に
あ
る
。
わ
た
く
し
は
宮
内
省
に
往
っ
た
。

そ
し
て
諸
陵
寮
が
宮
城
を
離
れ
た
霞
か
す
みが
関せき
の
三さん
年ねん
坂ざか
上うえ
に
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ

た
。
常
に
宮
内
省
に
は
往ゆき
来き
し
て
も
、
諸
陵
寮
が
ど
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
知
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

諸
陵
寮
の
小
さ
い
応おう
接せつ
所じよ
で
、
わ
た
く
し
は
初
め
て
外
崎
さ
ん
に
会
っ
た
。
飯
田

〔
飯
田
巽
〕
さ
ん
の
先
輩
で
あ
っ
た
と
は
違
っ
て
、
こ
の
人
は
わ
た
く
し
と
齢
よ
わ
いも
相あい

若し
く
と
い
う
位
で
、
し
か
も
史
学
を
以
て
仕
え
て
い
る
人
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は

傾けい
蓋がい
故ふる
き
が
如
き
念
お
も
いを
し
た
。

　
『
渋
江
抽
斎
』
の
愛
読
者
は
外
崎
覚
の
名
に
馴
染
み
が
あ
ろ
う
が
、
外
崎
の
経
歴
を
知
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る
人
は
少
な
か
ろ
う
。
こ
こ
に
摘
記
す
る
）
50
（

。
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
六
月
二
一
日
に
陸

奥
国
津
軽
郡
中
里
村
（
現
、
青
森
県
北
津
軽
郡
中
泊
町
）
に
生
ま
れ
た
。
実
父
は
、
津
軽

弘
前
藩
士
工
藤
他
山
。
明
治
一
一
年
一
月
九
日
に
外
崎
半
彌
の
養
子
と
な
る
。
東
奥
義
塾

等
で
の
教
員
経
験
が
あ
り
、
一
四
年
五
月
一
四
日
に
養
父
の
死
去
に
よ
り
相
続
、
外
崎
覚

蔵
と
称
し
た
が
、
二
二
年
六
月
一
日
に
外
崎
覚
と
改
名
す
る
。
こ
の
年
一
〇
月
一
二
日
に

青
森
県
中
津
軽
郡
の
陵
墓
伝
説
参
考
地
（
長
慶
天
皇
）
へ
の
木
柵
寄
付
に
つ
き
、
宮
内
省

か
ら
褒
状
を
下
付
さ
れ
る
。
二
三
年
一
月
に
維
新
史
料
賛
成
員
と
な
り
、
二
七
年
一
月
一

三
日
に
宮
内
省
よ
り
殉
難
書
類
取
扱
を
命
ぜ
ら
れ
、
次
い
で
上
京
す
る
。
一
方
、
同
年
、

旧
弘
前
藩
主
の
津
軽
家
か
ら
家
史
編
纂
員
を
嘱
託
さ
れ
、
そ
の
後
は
史
談
会
で
も
活
動
す

る
。
三
八
年
一
二
月
二
二
日
に
殉
難
書
類
取
扱
を
免
ぜ
ら
れ
、
殉
難
録
編
纂
掛
と
諸
陵
寮

勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
て
双
方
を
隔
日
で
勤
務
し
た
。
四
一
年
一
月
一
日
、
官
制
改
正
に
伴
い

宮
内
属
に
任
ぜ
ら
れ
、
諸
陵
寮
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
（
判
任
官
三
等
）。
四
三
年
一
二
月

一
二
日
に
判
任
官
二
等
に
陞
叙
し
、
大
正
三
年
八
月
二
〇
日
に
諸
陵
寮
よ
り
考
証
課
勤
務
、

考
証
掛
主
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
七
年
六
月
一
一
日
に
判
任
官
一
等
に
陞
叙
し
、
一
〇
年
一

〇
月
四
日
に
陵
墓
監
に
任
ぜ
ら
れ
（
高
等
官
七
等
に
陞
叙
）、
宮
内
官
分
限
令
第
六
条
第

一
項
第
四
号
（
事
務
都
合
）
に
よ
り
休
職
と
な
る
。
一
二
年
一
〇
月
三
日
に
休
職
満
期
と

な
り
、
同
月
九
日
に
臨
時
宮
内
省
御
用
掛
を
仰
付
け
ら
れ
た
（
奏
任
待
遇
）。
昭
和
五
年

一
二
月
一
日
依
願
退
職
し
、
七
年
八
月
一
八
日
に
七
四
歳
で
死
去
し
た
。

　

森
鷗
外
と
外
崎
と
の
交
流
は
、
鷗
外
が
病
没
す
る
ま
で
折
に
触
れ
て
続
い
た
が
、
両
者

接
触
の
機
会
は
大
正
四
〜
五
年
の
『
渋
江
抽
斎
』
執
筆
期
が
最
多
と
見
ら
れ
る
）
51
（

。
森
の

「
日
記
」
に
外
崎
覚
が
登
場
す
る
の
は
大
正
四
年
か
ら
で
あ
る
が
、
表
１
の
大
正
七
年
で

は
二
月
一
九
日
及
び
二
四
日
に
外
崎
の
名
が
見
え
る
。
ま
た
、
編
修
課
「
日
誌
」
に
は
、

大
正
八
年
五
月
二
四
日
条
に
、
外
崎
に
つ
い
て
「
諸
陵
寮
戸
（
外
）崎
属
ニ
左
書
籍
貸
付
、
光
厳

院
天
皇
譜
料　

一
冊
」
と
の
記
載
が
あ
る
）
52
（

。

　

次
に
、
外
崎
覚
関
係
資
料
に
よ
っ
て
、
鷗
外
と
外
崎
の
交
流
を
捉
え
て
み
た
い
。
外
崎

に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
、
ま
ず
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
文
献
は
、
川
村
欽
吾
の
研
究
で
あ

り
、
主
に
①
外
崎
の
生
涯
全
体
を
見
通
す
も
の
）
53
（

と
、
②
鷗
外
と
の
交
流
を
中
心
に
論
ず
る

も
の
）
54
（

が
あ
る
。
①
は
、
外
崎
に
関
す
る
資
料
リ
ス
ト
を
掲
げ
て
あ
り
参
考
に
な
る
が
、
こ

れ
ら
の
資
料
の
所
蔵
者
に
関
す
る
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
、
①
・
②
の

い
ず
れ
も
「
外
崎
覚
日
記
」
を
引
用
し
つ
つ
も
、
そ
の
所
蔵
情
報
や
閲
覧
可
否
情
報
の
記

載
が
な
い
た
め
、
こ
れ
に
続
く
研
究
で
は
「
外
崎
覚
日
記
」
等
に
つ
い
て
原
本
調
査
を
踏

ま
ず
、
①
・
②
を
参
看
、
引
用
す
る
程
度
で
済
ま
せ
、
他
の
資
料
を
用
い
て
論
ず
る
傾
向

が
あ
る
。
そ
の
代
表
例
が
、
③
村
上
祐
紀
の
研
究
で
あ
る
）
55
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
①
・
②
を

読
む
と
、
一
部
に
修
正
を
要
す
る
点
が
あ
り
、
③
を
含
め
て
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
要

事
の
少
な
く
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
し
た
が
っ
て
、
①
・
②
を
参
照
す
る
だ
け
に
留
め
る

こ
と
な
く
、「
外
崎
覚
日
記
」
等
の
原
本
を
実
見
し
て
検
証
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
論
を

俟
た
な
い
。

　

外
崎
覚
に
関
す
る
資
料
は
、
主
に
次
の
三
箇
所
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ａ　

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館

ｂ　

東
奥
義
塾
高
等
学
校
図
書
館

ｃ　

宮
内
庁
書
陵
部
（
図
書
寮
文
庫
、
宮
内
公
文
書
館
）

　
ａ
に
は
、
川
村
論
文
）
56
（

に
掲
記
さ
れ
た
自
筆
資
料
の
多
く
が
収
め
ら
れ
て
い
る
）
57
（

。
ｂ
に
は
、

自
筆
の
「
外
崎
覚
日
記
」
の
他
、
東
奥
義
塾
と
の
関
わ
り
を
表
す
資
料
が
あ
る
）
58
（

。
ま
た
、

ｃ
に
は
、
外
崎
が
諸
陵
寮
に
勤
務
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
陵
墓
調
査
関
係
文
書

や
編
纂
に
携
わ
っ
た
「
殉
難
録
稿
」
等
の
資
料
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
外
崎
の
自
筆
資
料

が
含
ま
れ
る
）
59
（

。
小
稿
で
は
「
外
崎
覚
日
記
」
を
中
心
に
繙
き
、
主
に
図
書
頭
在
任
中
の
鷗
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外
と
外
崎
の
交
流
を
採
り
上
げ
、『
渋
江
抽
斎
』
を
め
ぐ
る
両
者
の
度
々
の
交
流
に
つ
い

て
は
別
稿
に
て
論
ず
る
）
60
（

。
ち
な
み
に
、
鷗
外
の
「
日
記
」
と
外
崎
の
「
日
記
」
を
見
る
と
、

そ
の
い
ず
れ
か
に
の
み
記
さ
れ
た
交
流
が
あ
る
だ
け
に
、
両
者
を
繙
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
鷗
外
の
動
静
を
掌
握
す
る
に
は
、
こ
う
し
た
周
辺
人
物
の
資
料
を
丹

念
に
調
べ
る
地
道
な
作
業
を
、
飽
く
こ
と
な
く
積
み
重
ね
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　

表
１
に
大
正
七
年
の
「
鷗
外
日
記
」
に
記
さ
れ
た
外
崎
と
の
交
流
に
関
す
る
記
事
も
入

れ
た
が
、
以
下
に
「
外
崎
覚
日
記
」
を
ベ
ー
ス
に
関
係
資
料
で
用
い
つ
つ
紹
介
す
る
。
ま

ず
、
大
正
七
年
の
「
外
崎
覚
日
記
」
を
例
と
し
て
図
書
頭
森
林
太
郎
と
の
関
わ
り
を
示
す

記
事
の
う
ち
、
川
村
論
文
に
は
、
二
月
二
四
日
に
外
崎
が
森
鷗
外
邸
を
訪
問
、
面
会
し
た

こ
と
、
三
月
七
日
に
外
崎
が
図
書
寮
に
て
鷗
外
に
面
会
し
た
こ
と
、
三
月
二
八
日
に
鷗
外

が
外
崎
に
詩
を
送
付
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
川
村
論
文
に
見
え
な
い
「
外
崎
覚
日
記
」
の
記
事
を
紹
介
し
よ
う
。

　

大
正
四
年
一
〇
月
二
〇
日
条
に
、
外
崎
が
陸
軍
省
に
森
を
訪
う
も
不
在
で
あ
っ
た
こ
と

を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
両
者
の
初
対
面
か
ら
一
週
間
後
の
交
流
が
頻
繁
な
時
期
で
、

「
鷗
外
日
記
」
等
に
も
符
合
す
る
欠
か
せ
な
い
記
事
で
あ
る
が
、
別
稿
に
引
用
し
た
）
61
（

。

　

大
正
六
年
六
月
一
四
日
条
に
、

　
　

男
爵
足
立
豊
君
の
依
頼
ニ
依
リ
、
玉
砕
集
一
冊
を
図
書
寮
へ
寄
贈
せ
り
、

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
外
崎
が
男
爵
足
立
豊
の
依
頼
に
よ
り
、『
玉
砕
集
』
を
図
書
寮
に
寄

贈
し
た
一
件
で
あ
る
。
本
書
は
、
外
崎
の
編
で
あ
り
、
明
治
三
九
年
か
ら
翌
四
〇
年
ま
で

諸
陵
頭
を
歴
任
し
た
男
爵
足
立
正
聲
の
長
男
美
堅
が
日
露
戦
争
で
玉
砕
し
た
こ
と
を
受
け

て
の
出
版
物
で
、
管
見
の
範
囲
で
は
足
立
家
と
縁
の
あ
る
鳥
取
県
立
図
書
館
に
二
冊
収
蔵

さ
れ
て
い
る
。
同
年
の
図
書
寮
「
図
書
録
）
62
（

」
に
は
、
本
件
に
限
ら
ず
図
書
寮
へ
の
受
贈
関

係
文
書
が
な
い
た
め
、
図
書
頭
及
び
図
書
寮
の
処
理
は
未
詳
で
あ
る
）
63
（

。
換
言
す
れ
ば
、
宮

内
省
の
文
書
で
は
見
出
せ
な
い
職
務
上
の
事
例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

大
正
七
年
三
月
三
一
日
条
に
は
、

荒
木
三
雄
君
拙
宅
ヘ
来
訪
ニ
て
数
時
間
快
談
、
同
君
ハ
佐
賀
の
人
白
縫
翁
の
子
に
し

て
、
森
鷗
外
君
令
閨
の
実
兄
ニ
て
候
、

と
あ
り
、
鷗
外
夫
人
志
げ
の
実
兄
荒
木
三
雄
が
外
崎
邸
を
訪
問
し
た
こ
と
を
捉
え
、
外
崎

は
鷗
外
の
親
族
関
係
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
備
忘
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

同
年
一
一
月
二
三
日
条
に
は
、

先
般
来
図
書
寮
ニ
於
て
皇
統
譜
編
纂
中
の
処
、
御
陵
墓
の
部
拙
者
へ
手
伝
致
し
呉
候

趣
、
諸
陵
頭
へ
依
頼
ニ
依
リ
同
頭
よ
り
拙
者
へ
右
の
趣
被
命
候
ニ
付
、
且
ハ
毎
日
手

伝
致
し
居
候
、
五
味
均
平
君
、
田
中
属
の
三
人
ニ
て
従
事
候
也
、

と
あ
る
。
図
書
寮
に
て
編
纂
中
の
皇
統
譜
の
う
ち
陵
墓
関
係
に
つ
い
て
、
諸
陵
頭
山
口
鋭

之
助
か
ら
外
崎
に
手
伝
う
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
本
件
が
「
諸
陵
頭
へ
依
頼
」
で
あ
っ
た

と
の
文
言
に
よ
り
、
図
書
頭
か
ら
諸
陵
頭
へ
の
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
れ
も
、
文
書
記
録
と
し
て
は
宮
内
省
の
文
書
に
見
出
せ
て
い
な
い
。

　

関
連
し
て
宮
内
省
の
公
文
書
類
の
中
か
ら
図
書
寮
と
外
崎
の
関
係
を
示
す
文
書
を
、
以

下
に
採
り
上
げ
る
。
ま
ず
、
編
修
課
「
日
誌
」
に
は
、
前
述
の
如
く
、
大
正
八
年
五
月
二

四
日
に
図
書
寮
編
修
課
か
ら
外
崎
に
「
光
厳
院
天
皇
譜
料
」
一
冊
を
貸
し
付
け
た
こ
と
が

見
え
、
こ
れ
も
鷗
外
が
把
握
し
て
い
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
次
に
、
一
〇
年
の
図
書
寮

「
図
書
録
」
を
見
る
と
、
外
崎
自
筆
の
寄
贈
書
が
編
綴
さ
れ
て
い
る
）
64
（

。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　

記

一
、
揆
音
仮
字
用
格

安
親
集　
　

　
　

合
本

一
、
原
政
及
国
際
論　
　

壱
冊

一
、
奥
州
弘
前
城
図
同
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本
丸
建
物
図　
　
　

一
冊

右
寄
贈
仕
候
也
、

大
正
十
年
五
月
六
日

　
　
　
　
　
　

外
崎
覚

図
書
寮
御
中

と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
件
は
、
外
崎
が
寄
贈
書
「
記
」
を
提
出
し
た
翌
七
日
に
「
寄
贈
図

書
領
収
ノ
件
」
と
し
て
図
書
寮
庶
務
課
長
の
立
案
、
図
書
頭
た
る
森
の
決
裁
が
行
わ
れ
て

お
り
、
こ
の
日
の
う
ち
に
外
崎
に
宛
て
た
「
領
収
書
」
が
発
送
さ
れ
た
記
録
で
あ
る
。
こ

の
「
図
書
録
」
に
は
、
外
崎
の
寄
贈
書
が
も
う
一
通
収
め
ら
れ
て
い
る
）
65
（

。

一
、
六
十
有
一
年　
　

壱
冊

右
寄
贈
候
也
、

大
正
拾
壱
年
六
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牛
込
東
榎
町
二
十
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
崎
覚
（
花
押
）

　

図
書
頭
森
林
太
郎
殿

　

こ
の
寄
贈
書
（
標
題
な
し
）
は
、
大
正
一
一
年
六
月
一
九
日
に
立
案
・
決
裁
が
執
行
さ

れ
た
。
但
し
、
病
身
の
鷗
外
は
こ
の
月
一
三
日
を
最
後
に
図
書
寮
に
は
出
勤
し
て
お
ら
ず
、

一
二
日
付
の
外
崎
の
寄
贈
書
を
一
見
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
立
案
・
決
裁
日

の
「
鷗
外
日
記
」
六
月
一
九
日
条
に
は
「
在
家
第
五
日
」
と
記
す
の
み
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
鷗
外
の
決
裁
印
な
い
し
花
押
は
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
最
晩
年
の
森
は
事
実
上
こ
の
決

裁
に
は
関
与
し
得
な
か
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
の
『
六
十
有
一
年
』
は
、
外
崎
の
著
書
の
一
つ
で
あ
る
が
）
66
（

、
同
年
の
「
外
崎
覚
日

記
」
六
月
九
日
条
に
は
次
の
記
載
が
あ
る
。

宮
内
省
へ
出
頭
、
珍
田
東
宮
大
夫
面
会
の
上
、「
六
十
有
一
年
」
壱
部
を
摂
政
宮
殿

下
ヘ
献
上
の
儀
依
頼
の
上
、
退
出
せ
り
、

さ
ら
に
同
一
四
日
条
に
は
、

右
拙
著
皇
太
子
殿
下
へ
献
上
候
処
、
本
日
珍
田
大
夫
よ
り
左
の
御
挨
拶
状
下
賜
相
成

候
、
難
有
相
成
候
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、

一
、
六
十
有
一
年　
　
　

壱
冊

右
皇
太
子
殿
下
へ
献
上
相
成
候
ニ
付
、
御
披
露
致
候
、
此
段
申
進
候
也
、

大
正
十
一
年
六
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
宮
大
夫
伯
爵
珍
田
捨
巳

　
　

陵
墓
監
外
崎
覚
殿

と
あ
る
。
外
崎
に
と
っ
て
は
、
前
年
に
摂
政
に
就
任
し
た
皇
太
子
（
昭
和
天
皇
）
に
著
書

『
六
十
有
一
年
』
を
献
上
す
る
方
が
、
図
書
寮
へ
の
寄
贈
よ
り
も
要
事
で
あ
ろ
う
か
ら
、

「
日
記
」
に
は
本
書
の
献
上
の
み
を
記
し
て
い
る
。
な
お
、
宮
内
公
文
書
館
の
宮
内
省
文

書
に
は
、
こ
の
献
上
に
関
す
る
記
載
は
見
当
た
ら
な
い
）
67
（

。

　

参
考
の
た
め
、
外
崎
の
諸
陵
寮
で
の
職
務
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
、
簡
略
に
触
れ
て

お
く
。
ま
ず
、「
外
崎
覚
関
係
資
料
」
の
う
ち
、
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
所
蔵
本
に
宮
内

省
で
の
自
ら
の
職
務
を
含
む
文
書
が
あ
り
）
68
（

、
か
つ
東
奥
義
塾
高
等
学
校
図
書
館
所
蔵
の

「
外
崎
覚
日
記
」
に
も
こ
う
し
た
職
務
や
人
事
に
関
す
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
）
69
（

。
宮
内
庁

書
陵
部
の
図
書
寮
文
庫
及
び
宮
内
公
文
書
館
に
は
、
外
崎
が
公
務
で
作
成
・
関
与
し
た
文

書
が
あ
り
）
70
（

、「
殉
難
録
稿
」
等
の
関
係
文
書
も
あ
る
）
71
（

。
な
お
、
外
崎
自
身
の
宮
内
官
と
し

て
の
動
向
や
成
果
物
、
皇
族
を
含
む
人
的
交
流
の
ほ
か
、
本
人
の
人
物
像
全
般
に
至
る
検

証
は
、
小
稿
の
主
題
や
紙
幅
を
大
き
く
超
え
て
お
り
、
具
体
的
な
追
究
は
稿
を
改
め
た
い
。
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む
す
び
に
か
え
て

　

小
稿
は
、
前
稿
に
続
い
て
森
林
太
郎
（
鷗
外
）
が
携
わ
っ
た
図
書
頭
と
し
て
の
職
務
を

中
心
に
紹
介
し
、
若
干
の
小
察
を
加
え
、
新
た
に
個
人
文
書
を
用
い
て
森
の
動
静
を
探
ろ

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
書
頭
た
る
森
が
「
帝
室
主
義
）
72
（

」
の
志
向
を
も
っ
て
精
力
的
か

つ
偏
り
な
く
職
務
を
遂
行
し
た
こ
と
は
、
当
然
な
が
ら
前
稿
と
と
も
に
一
貫
す
る
。

　

こ
の
分
野
は
、「
森
鷗
外
研
究
」
の
中
で
は
依
然
と
し
て
未
開
拓
の
域
を
出
て
い
な
い
。

丹
念
に
検
証
を
試
み
る
こ
と
で
、
煌
め
く
よ
う
な
新
事
実
に
至
ら
ず
と
も
解
明
を
進
め
、

森
鷗
外
の
人
物
像
に
徐
々
に
迫
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
鷗
外
が
携
わ
っ
た
決
裁
・
立
案
そ

の
他
の
公
務
の
う
ち
、
大
正
八
・
九
・
一
一
年
に
関
し
て
は
未
だ
報
告
す
る
に
至
っ
て
お

ら
ず
、
さ
ら
に
具
体
的
な
公
務
と
そ
の
業
績
や
問
題
点
に
も
未
検
証
な
事
柄
が
あ
る
。
ま

た
、
最
近
は
、
鷗
外
が
七
歳
の
と
き
に
筆
写
し
た
「
童
蒙
入
学
門
」
を
含
む
資
料
が
、
個

人
蒐
集
家
か
ら
津
和
野
町
の
森
鷗
外
記
念
館
に
収
め
ら
れ
、
報
道
で
話
題
に
な
っ
た
）
73
（

。
鷗

外
を
追
究
す
る
上
で
、
当
時
の
公
文
書
類
の
み
な
ら
ず
、
散
在
す
る
個
人
文
書
の
調
査
研

究
が
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

　

小
稿
及
び
前
稿
は
、
当
該
論
題
の
「
基
礎
的
研
究
」
の
途
上
に
過
ぎ
な
い
。
今
後
、
こ

れ
を
図
書
頭
森
林
太
郎
（
鷗
外
）
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
と
し
て
結
実
さ
せ
、
か
つ
図

書
寮
の
史
的
研
究
に
勤
し
む
研
究
者
が
、
内
外
を
問
わ
ず
現
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

註（
１
）　

木
下
杢
太
郎
「
森
鷗
外
」（
太
田
正
雄
『
木
下
杢
太
郎
全
集
』
第
一
五
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
八
二
年
）。

（
２
）　

高
橋
義
孝
『
森
鷗
外
』（
新
潮
社
、
一
九
八
五
年
）。

（
３
）　

拙
稿
「
図
書
頭
森
林
太
郎
（
鷗
外
）
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
│
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
資
料

を
中
心
と
し
て
│
」（『
書
陵
部
紀
要
』
第
六
八
号
、
二
〇
一
七
年
）。
以
下
、
こ
れ
を
「
前
稿
」

と
表
記
す
る
。
ま
た
、
小
稿
の
主
題
に
関
す
る
基
本
的
な
資
料
・
参
考
文
献
は
、
前
稿
に
も
掲

記
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
必
要
以
上
の
重
複
を
避
け
て
割
愛
す
る
。
前
稿
は
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
に
て
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）　

い
ず
れ
も
前
稿
に
関
係
文
献
を
挙
げ
た
。

（
５
）　

表
１
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
前
稿
と
大
筋
で
同
様
の
方
針
を
採
っ
た
が
、
幾
つ
か
の
変

更
点
が
あ
る
。
両
者
の
凡
例
を
参
考
に
さ
れ
た
い
が
、
大
き
な
相
違
点
は
概
ね
次
の
通
り
で
あ

る
。（
一
）
小
稿
の
表
１
で
は
、「
森
林
太
郎
の
動
静
」
欄
に
、
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
の
編
修
課

「
日
誌
」
大
正
六
年
（
識
別
番
号
四
八
三
三
七
）
及
び
同
「
日
誌
」
大
正
七
年
（
識
別
番
号
四

八
三
三
八
）
を
加
え
た
。
こ
の
「
日
誌
」
は
、
前
稿
に
て
も
触
れ
た
が
、
簡
略
な
が
ら
森
の
勤

務
状
況
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
現
存
が
大
正
八
年
（
識
別
番
号
四
八
三
三
九
）
ま
で

の
た
め
、
前
稿
の
表
２
に
使
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。（
二
）
前
稿
で
は
関
係
簿
冊
の
各

号
文
書
に
編
綴
さ
れ
た
附
属
文
書
や
他
の
年
の
簿
冊
に
編
綴
さ
れ
た
文
書
は
、
例
外
を
除
い
て

検
討
の
対
象
に
含
め
な
か
っ
た
が
、
小
稿
で
は
森
の
決
裁
・
立
案
・
稟
議
等
に
関
わ
っ
た
文
書

で
あ
れ
ば
表
１
に
収
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
森
が
就
任
後
一
年
間
に
扱
っ
た
文
書
の
案
件
を
よ

り
実
態
に
近
い
形
で
把
握
で
き
る
。
な
お
、
宮
内
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
文
書
は
、「
識
別
番

号
」
を
記
載
す
る
こ
と
で
他
の
資
料
と
区
別
し
、
以
下
、
同
館
所
蔵
の
註
記
を
略
す
。

（
６
）　

堀
口
修
『
宮
内
省
の
公
文
書
類
と
図
書
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』（
創
泉
堂
出
版
、
二
〇

一
一
年
）。

（
７
）　

宮
間
純
一
「
宮
内
省
・
宮
内
府
・
宮
内
庁
の
組
織
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
│
図
書
寮
・
書

陵
部
に
お
け
る
官
制
・
事
務
分
掌
の
歴
史
的
変
遷
│
」（『
書
陵
部
紀
要
』
第
六
四
号
、
二
〇
一

三
年
）。

（
８
）　

図
書
寮
「
公
文
録
一
」
大
正
六
年
（
識
別
番
号
九
九
〇
三
〇
五
│
一
）
第
四
一
号
文
書
。

（
９
）　

図
書
寮
「
職
員
録
」
大
正
六
〜
七
年
（
識
別
番
号
二
一
二
五
三
）
同
六
年
第
四
三
号
文
書
。

な
お
、「
職
員
録
」
の
類
は
表
１
に
入
れ
て
い
な
い
。

（
10
）　

図
書
寮
「
例
規
録
」
大
正
六
〜
七
年
（
識
別
番
号
二
六
九
二
）
同
六
年
第
八
号
文
書
。
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（
11
）　

大
臣
官
房
調
査
課
「
訓
令
録
」
大
正
六
年
（
識
別
番
号
一
一
八
三
）
第
二
八
号
文
書
。

（
12
）　

前
掲
註
（
６
）『
宮
内
省
の
公
文
書
類
と
図
書
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
に
は
、
本
件
は

大
正
四
年
に
図
書
頭
山
口
鋭
之
助
が
宮
内
大
臣
に
立
案
し
た
「
公
文
書
類
編
纂
保
管
規
程
中
改

正
ノ
儀
上
申
」
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
こ
の
「
上
申
」
と
「
訓
令
第
二
八
号
」
で
は
保
存
期
限

の
年
数
に
異
同
が
あ
り
、「
保
存
期
間
の
変
更
問
題
の
詳
し
い
経
緯
は
わ
か
ら
な
い
」
旨
が
記

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
掲
註
（
11
）「
訓
令
録
」
に
は
、「
上
申
」
に
加
え
、「
訓
令
第
二

八
号
」
の
「
改
正
理
由
」
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
主
要
な
改
正
点
を
略
記
し

て
お
く
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
第
五
条
で
保
存
期
限
を
当
時
現
行
の
「
永
久
」・「
二
十
年
」・「
五

年
」
で
あ
っ
た
も
の
を
「
永
久
」・「
三
十
年
」・「
十
年
」
に
改
め
る
こ
と
と
（「
上
申
」
で
は

「
永
久
」・「
五
十
年
」・「
二
十
年
」・「
十
年
」）、
第
七
条
で
保
存
期
限
を
経
過
し
た
文
書
の
廃

棄
が
図
書
頭
と
関
係
部
局
長
官
と
の
協
議
を
経
て
処
分
す
る
形
式
か
ら
図
書
頭
が
適
宜
廃
棄
処

分
で
き
る
形
式
に
改
め
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
第
五
条
の
う
ち
永
久
保
存
と
三
〇
年
保
存
に
つ

い
て
は
、「
永
久
保
存
ニ
係
ル
公
文
書
類
」
の
位
置
づ
け
に
曖
昧
さ
が
あ
っ
た
も
の
を
、「
絶
対

ニ
永
久
ニ
要
ス
ル
モ
ノ
」
す
な
わ
ち
「
真
ニ
永
久
保
存
ノ
書
類
」
の
み
を
永
久
保
存
と
し
、

「
二
十
年
以
上
一
定
ノ
長
期
ニ
渉
リ
保
存
ノ
必
要
ア
ル
モ
ノ
」
す
な
わ
ち
「
五
十
年
」・「
四
十

年
」・「
三
十
年
」
の
如
き
保
存
上
の
種
別
が
あ
る
も
の
は
「
三
十
年
迄
ノ
保
存
ヲ
要
ス
ル
書

類
」
の
保
存
期
限
を
「
三
十
年
」
と
し
て
集
約
し
、「
三
十
年
以
上
保
存
ヲ
要
ス
ル
書
類
」
と

す
べ
き
も
の
は
「
永
久
保
存
」
と
し
て
扱
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
同
様
に
、
従
来
の
保
存
期
間

「
二
十
年
」
は
「
十
年
」
を
新
設
し
て
「
三
十
年
」
ま
た
は
「
十
年
」
に
分
け
、
さ
ら
に
「
図

書
寮
ニ
ハ
十
年
以
上
保
存
ノ
必
要
ア
ル
モ
ノ
ノ
ミ
ヲ
保
管
ス
ル
コ
ト
ニ
改
正
ス
」
と
し
、
従
来

の
「
五
年
」
に
あ
た
る
文
書
は
図
書
寮
に
引
き
継
が
な
い
と
し
た
。
一
方
、
第
七
条
に
つ
い
て

は
、
図
書
頭
と
関
係
部
局
長
官
と
の
協
議
が
不
調
に
終
わ
っ
た
場
合
、
保
存
期
限
を
経
過
し
た

公
文
書
類
が
処
分
で
き
ず
、「
保
存
期
限
ヲ
定
メ
タ
ル
精
神
ヲ
没
却
ス
ル
」
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
こ
れ
を
回
避
す
べ
く
、
図
書
頭
が
適
宜
処
分
で
き
る
こ
と
を
「
至
当
」
と
し
て
い
る
。
な

お
、「
上
申
」
で
は
、
第
七
条
に
つ
い
て
「
実
際
ニ
於
テ
現
行
法
ハ
徒
ニ
公
文
書
類
ノ
整
理
ヲ

遷
延
セ
シ
ム
ル
ノ
虞
ア
リ
」
と
記
す
が
、
こ
の
一
文
は
「
改
正
理
由
」
に
は
挙
が
っ
て
い
な
い
。

（
13
）　

図
書
寮
「
例
規
録
一
」
大
正
八
年
（
識
別
番
号
一
三
〇
三
二
│
一
）
第
一
号
文
書
。

（
14
）　

図
書
寮
「
例
規
録
」
大
正
九
〜
一
〇
年
（
識
別
番
号
二
六
九
四
）
同
一
〇
年
第
二
号
文
書
。

（
15
）　

図
書
寮
「
例
規
録
」
大
正
六
〜
七
年
（
識
別
番
号
二
六
九
二
）
同
七
年
第
一
号
文
書
。

（
16
）　

編
修
課
「
日
誌
」
大
正
七
年
（
識
別
番
号
四
八
三
三
八
）。

（
17
）　

図
書
寮
「
例
規
録
一
」
大
正
八
年
（
識
別
番
号
一
三
〇
三
二
│
一
）
第
一
号
文
書
。

（
18
）　

図
書
寮
「
例
規
録
」
大
正
六
〜
七
年
（
識
別
番
号
二
六
九
二
）
同
七
年
第
三
号
文
書
。

（
19
）　

図
書
寮
「
公
文
録
」
大
正
七
年
（
識
別
番
号
九
九
〇
三
〇
六
）
第
一
号
文
書
。

（
20
）　

図
書
寮
「
重
要
雑
録
」
大
正
二
〜
九
年
（
識
別
番
号
二
四
一
八
三
）
同
七
年
第
一
号
文
書
。

（
21
）　

図
書
寮
「
雑
件
録
」
大
正
六
〜
一
〇
年
（
識
別
番
号
二
四
一
六
五
）
同
七
年
第
二
号
文
書
、

ほ
か
。

（
22
）　

図
書
寮
「
図
書
録
」
大
正
三
〜
七
年
（
識
別
番
号
九
九
〇
二
八
六
）
同
七
年
第
九
号
文
書
。

（
23
）　

編
修
課
「
日
誌
」
大
正
七
年
（
識
別
番
号
四
八
三
三
八
）
及
び
同
「
日
誌
」
同
八
年
（
識

別
番
号
四
八
三
三
九
）。

（
24
）　

図
書
寮
「
重
要
雑
録
」
大
正
二
〜
九
年
（
識
別
番
号
二
四
一
八
三
）
同
七
年
第
三
号
文
書
。

（
25
）　

〜
（
26
）
同
右
、
第
五
号
文
書
。

（
27
）　

図
書
寮
「
皇
統
譜
録
」
大
正
六
〜
一
〇
年
（
識
別
番
号
二
六
七
一
）
同
七
年
第
一
〜
三
号

文
書
。

（
28
）　

図
書
寮
「
尚
蔵
録
」
大
正
六
〜
一
〇
年
（
識
別
番
号
二
六
七
九
）
同
七
年
第
一
号
文
書
。

（
29
）　

同
右
、
大
正
七
年
第
二
・
三
号
文
書
。

（
30
）　

帝
室
博
物
館
関
係
の
公
文
書
の
過
半
は
、
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
館
史
資
料
」

に
分
類
さ
れ
、
同
館
資
料
館
で
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
閲
覧
で
き
る
。
前
稿
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
31
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
正
倉
院
御
物
拝
観
録
」
明
治
四
三
〜
大
正
一
〇
年
（
識
別
番
号
一
〇

七
四
四
）
第
六
〇
号
文
書
。

（
32
）　

山
崎
一
頴
『
森
鷗
外
論
攷
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
六
年
）、
田
良
島
哲
「
大
正
期
の
正
倉

院
拝
観
資
格
の
拡
大
と
帝
室
博
物
館
総
長
森
鷗
外
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
第
八
六
六
号
、
二
〇

一
七
年
）
の
ほ
か
、
例
え
ば
東
野
治
之
『
大
和
古
寺
の
研
究
』（
塙
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
に

も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
33
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
正
倉
院
御
物
拝
観
録
」
明
治
四
三
〜
大
正
一
〇
年
（
識
別
番
号
一
〇
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七
四
四
）
第
六
三
号
文
書
。

（
34
）　

同
右
、
第
六
五
号
文
書
。

（
35
）　

同
右
、
第
六
六
号
文
書
。

（
36
）　

同
右
、
第
七
四
号
文
書
。

（
37
）　

東
京
帝
室
博
物
館
「
正
倉
院
録
」
大
正
四
〜
一
〇
年
（
識
別
番
号
七
二
七
七
）、
ほ
か
。

（
38
）　

同
右
、
大
正
七
年
第
一
号
文
書
。

（
39
）　

同
右
、
大
正
八
年
第
一
号
文
書
。

（
40
）　

森
林
太
郎
『
鷗
外
全
集
』
第
三
五
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）。
小
稿
で
は
、
特
に

断
ら
な
い
限
り
、
同
『
鷗
外
全
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
〜
七
五
年
版
）
を
使
用
し
、
以

下
、
原
則
と
し
て
書
名
及
び
巻
数
の
み
を
記
載
す
る
。

（
41
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
重
要
雑
録
」
大
正
八
〜
一
〇
年
（
識
別
番
号
二
三
二
七
九
）
同
九
年

第
一
号
文
書
。

（
42
）　

奈
良
国
立
博
物
館
編
『
糸
の
み
ほ
と
け
』（
同
館
、
二
〇
一
八
年
）。
展
示
資
料
番
号
三
│

二
。
な
お
、
森
と
「
天
寿
国
繡
帳
残
欠
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
日
本
美
術
史
分
野

の
文
献
を
中
心
に
例
示
し
た
が
、
日
本
古
代
史
分
野
で
も
注
目
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
前
掲

註
（
32
）『
大
和
古
寺
の
研
究
』
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
43
）　

永
井
荷
風
『
摘
録　

断
腸
亭
日
乗
』
上
巻
（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
七
年
）。
な
お
、
前
稿

で
引
用
し
た
森
の
荷
風
宛
て
書
翰
の
う
ち
、「
筆
硯
廃
絶
」
の
「
廃
」
が
脱
字
に
な
っ
て
い
た

の
で
、
こ
こ
に
訂
正
す
る
。

（
44
）　

森
林
太
郎
『
鴎
外
全
集
』
第
三
八
巻
、
山
崎
國
紀
『
評
伝
森
鴎
外
』（
大
修
館
書
店
、
二

〇
〇
七
年
）
等
を
参
照
。

（
45
）　

前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
46
）　

森
鷗
外
の
史
伝
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
石
川
淳
「
森
鷗
外
」（
同
『
増
補
石
川
淳
全
集
』

第
九
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
年
）
の
冒
頭
の
「『
抽
斎
』
と
『
霞
亭
』（
○
中
略
）
の
二
篇

を
措
い
て
鷗
外
に
は
も
つ
と
傑
作
が
あ
る
と
思
つ
て
ゐ
る
や
う
な
ひ
と
び
と
を
、
わ
た
し
は
信

用
し
な
い
」
と
の
評
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
若
松
伸
哉
「〈
歴
史
と
文
学
〉
の
な
か
で
│
石

川
淳
『
森
鷗
外
』
に
お
け
る
史
伝
評
価
」（『
日
本
近
代
文
学
』
第
七
六
集
、
二
〇
〇
七
年
）
の

整
理
・
分
析
が
参
考
に
な
る
。
ま
た
、『
渋
江
抽
斎
』
を
め
ぐ
る
逸
話
と
し
て
は
、
須
賀
敦
子

「
父
の
鷗
外
」（
同
『
遠
い
朝
の
本
た
ち
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
年
）
が
興
味
深
い
。

（
47
）　

中
島
国
彦
「『
木
下
杢
太
郎
文
庫
』
の
鷗
外
『
北
条
霞
亭
』
原
稿
│
敬
愛
の
念
か
ら
生
ま

れ
た
杢
太
郎
の
筆
写
原
稿
│
」（『
神
奈
川
県
近
代
文
学
館
』
第
一
三
八
号
、
二
〇
一
七
年
）
に

よ
る
。
江
戸
清
吉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
個
人
蔵
、
亘
理
町
立
郷
土
資
料
館
保
管
。
江
戸
は
、
宮
城

県
亘
理
郡
の
富
商
で
蒐
集
家
）
の
概
要
及
び
展
示
等
に
つ
い
て
は
、
亘
理
町
立
郷
土
資
料
館
編

『【
春
の
テ
ー
マ
展
】
文
豪
た
ち
の
筆
跡
│
江
戸
清
吉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
稿
・
手
紙
・
短
冊

│
』（
平
成
三
〇
年
度
春
の
テ
ー
マ
展
示
資
料
目
録
、
二
〇
一
八
年
）、
菅
野
達
雄
「
震
災
と
文

化
財
レ
ス
キ
ュ
ー　

宮
城
県
亘
理
町
・
江
戸
家
資
料
を
中
心
に
」（『
震
災
学
』
第
七
号
、
二
〇

一
五
年
）、
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
ほ
か
編
「
津
波
被
災
か
ら
あ
ら
わ
れ
た
直
筆
資
料

│
木
下
杢
太
郎
の
〈
敬
愛
〉、
鷗
外
の
〈
微
笑
〉
│
」（
同
大
学
長
久
手
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
発

行
展
示
解
説
、
二
〇
一
八
年
）
の
ほ
か
、
拙
稿
①
「
江
戸
清
吉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
『
森
鷗
外

関
係
資
料
』
研
究
序
説
」（『
森
鷗
外
記
念
会
通
信
』
第
二
〇
三
号
、
二
〇
一
八
年
）、
同
②

「
森
鷗
外
の
史
伝
『
渋
江
抽
斎
』
を
め
ぐ
る
二
家
の
個
人
資
料
群
│
『
江
戸
清
吉
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
』
と
『
外
崎
覚
関
係
資
料
』
│
」（『
鷗
外
』
第
一
〇
四
号
、
二
〇
一
九
年
）。
②
で
は
、
例

え
ば
（
ａ
）「
外
崎
覚
関
係
資
料
」
の
う
ち
「
楠
乃
一
葉
」（
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
所
蔵
、
Ｋ

Ｋ
〇
九
一
ク
ス
一
〜
四
）
に
外
崎
自
身
が
謄
写
し
た
「
外
崎
覚
宛
て
森
鷗
外
書
翰
」
を
一
括
引

用
し
、
鷗
外
が
『
渋
江
抽
斎
』
の
執
筆
中
に
外
崎
を
生
字
引
の
如
く
信
頼
し
て
屡
々
不
明
点
の

教
示
等
を
得
た
こ
と
の
ほ
か
、（
ｂ
）「
江
戸
清
吉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
よ
っ
て
鷗
外
が
そ
の
執

筆
中
の
外
崎
覚
の
関
わ
り
を
記
し
た
「
渋
江
保
宛
て
森
鷗
外
書
翰
」（
大
正
四
年
一
〇
月
二
七

日
、
手
紙
・
は
が
き
三
九
五
）
等
の
関
係
資
料
を
紹
介
し
た
。

（
48
）　

文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館
編
『
開
館
記
念
特
別
展
「
一
五
〇
年
目
の
鷗
外
・
観
潮
楼
か
ら

は
じ
ま
る
」
展
』（
同
館
、
二
〇
一
二
年
）。
同
館
図
書
室
で
は
、
当
該
原
稿
に
つ
い
て
デ
ジ
タ

ル
画
像
の
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

（
49
）　
『
鷗
外
全
集
』
第
一
六
巻
。
こ
の
ほ
か
、
森
鷗
外
『
鷗
外
歴
史
文
学
集
』
第
五
巻
（
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）、
同
『
森
鷗
外
全
集
（
六
）　

栗
山
大
膳
／
渋
江
抽
斎
』（
ち
く
ま
文
庫
、

一
九
九
六
年
）
等
を
参
照
。
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（
50
）　

川
村
欽
吾
①
「
外
崎
覚
略
伝
│
明
治
の
津
軽
び
と
（
二
）」（『
東
奥
義
塾
研
究
紀
要
』
第

九
集
、
一
九
七
六
年
）、
同
②
「
森
鷗
外
と
外
崎
覚
│
『
渋
江
抽
斎
』
余
聞
│
」（『
鷗
外
』
第

一
八
号
、
一
九
七
六
年
）
を
参
照
し
つ
つ
、
諸
陵
寮
「
大
正
一
二
年
至
昭
和
九
年
退
職
履
歴
諸

陵
寮
」（
識
別
番
号
六
七
三
五
九
）
昭
和
五
年
度
第
五
号
文
書
及
び
大
臣
官
房
総
務
課
・
大
臣

官
房
秘
書
課
「
進
退
録
三
」
大
正
一
〇
年
（
識
別
番
号
二
〇
八
六
二
│
三
）
第
二
五
三
号
文
書

に
収
め
ら
れ
た
外
崎
覚
の
「
人
事
履
歴
書
」（
標
題
な
し
）、
東
奥
義
塾
高
等
学
校
図
書
館
所
蔵

「
外
崎
覚
日
記
」（
六
〇
二
四
七
四
）、
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
所
蔵
「
外
崎
覚
事
歴
」（
Ｋ
Ｋ
〇

九
一
ト
ノ
）
等
に
よ
り
記
載
し
た
。
川
村
①
・
②
は
外
崎
の
生
涯
を
通
観
し
、
親
族
関
係
を
知

る
上
で
必
読
で
あ
る
が
、
そ
の
成
稿
段
階
で
は
「
現
在
『
外
崎
覚
事
歴
』（
後
掲
）
は
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
」
状
況
だ
っ
た
と
い
う
。「
外
崎
覚
事
歴
」
は
、
外
崎
の
生
年
か
ら
明
治
四
一

年
ま
で
と
扉
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
大
正
年
間
の
動
向
も
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
外
崎
が
明

治
九
年
の
東
北
・
北
海
道
巡
幸
の
頃
か
ら
断
続
的
に
宮
内
省
及
び
宮
内
官
と
関
わ
り
が
あ
っ
た

こ
と
は
、
川
村
①
に
も
事
例
が
見
ら
れ
る
が
、
①
・
②
に
は
修
正
す
べ
き
記
述
が
含
ま
れ
る
た

め
、
今
後
、
右
記
の
「
日
記
」
や
履
歴
文
書
三
点
を
始
め
、
当
時
の
宮
内
省
文
書
等
に
よ
る
検

証
が
不
可
欠
で
あ
る
。

（
51
）　

前
掲
註
（
47
）
拙
稿
②
。

（
52
）　

こ
の
貸
与
さ
れ
た
一
冊
は
、「
皇
統
譜
料
二
一
四　

光
厳
天
皇
譜
料
」（
識
別
番
号
五
八
五

一
一
）
と
察
せ
ら
れ
る
。
皇
統
譜
を
め
ぐ
っ
て
は
、
前
稿
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
53
）　

前
掲
註
（
50
）
川
村
①
。

（
54
）　

前
掲
註
（
50
）
川
村
②
。

（
55
）　

村
上
祐
紀
「
森
鷗
外
と
外
崎
覚
│
『
渋
江
抽
斎
』
の
歴
史
地
図
」（『
鷗
外
』
第
八
七
号
、

二
〇
一
〇
年
）、
の
ち
同
『
森
鷗
外
の
歴
史
地
図
』（
翰
林
書
房
、
二
〇
一
八
年
）
に
収
載
。

（
56
）　

前
掲
註
（
50
）
川
村
①
。

（
57
）　

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
外
崎
覚
関
係
資
料
」
は
、
主
に
、
自
身
の
著
述
や

来
翰
等
の
ほ
か
、
実
父
工
藤
他
山
や
旧
弘
前
藩
主
津
軽
家
関
係
、
陵
墓
の
調
査
・
考
証
関
係
等

の
資
料
が
収
め
ら
れ
、
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
目
録
検
索
が
可
能
で
あ
る
。
筆
者
が
閲
覧
し

た
文
書
は
一
部
に
留
ま
る
が
、「
昭
和
六
年
三
月　

外
崎
覚
氏
寄
贈
」
の
寄
贈
印
が
押
さ
れ
た

資
料
は
、
外
崎
自
ら
晩
年
に
同
館
に
寄
贈
し
た
も
の
と
判
明
す
る
。
前
掲
註
（
47
）
拙
稿
②
参

照
。
な
お
、
同
館
は
弘
前
藩
主
津
軽
家
文
書
等
を
所
蔵
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

（
58
）　

東
奥
義
塾
高
等
学
校
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
外
崎
覚
関
係
資
料
」
と
し
て
は
、
前
掲
註

（
50
）
で
触
れ
た
「
外
崎
覚
日
記
」（
原
題
は
「
榎
の
下
蔭
」）
の
ほ
か
、
外
崎
覚
の
自
筆
書
翰

や
東
奥
義
塾
と
の
関
わ
り
を
示
す
資
料
が
あ
る
。
こ
の
「
日
記
」
は
、
昭
和
二
〇
年
五
月
三
日

に
外
崎
の
五
男
遠
藤
實
か
ら
東
奥
義
塾
塾
長
宛
て
に
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
寄
贈
書
は
前
掲

註
（
47
）
拙
稿
②
に
引
用
し
た
。
な
お
、
同
館
は
東
奥
義
塾
関
係
文
書
や
弘
前
藩
の
藩
校
稽
古

館
の
旧
蔵
資
料
等
を
所
蔵
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

（
59
）　

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
で
検
索
可

能
で
あ
る
。

（
60
）　

前
掲
註
（
47
）
拙
稿
②
。

（
61
）　

同
右
。

（
62
）　

図
書
寮
「
図
書
録
」
大
正
三
〜
七
年
（
識
別
番
号
九
九
〇
二
八
六
）。

（
63
）　

森
の
図
書
頭
在
任
中
、
本
件
の
よ
う
な
寄
贈
関
係
の
文
書
を
「
図
書
録
」
に
編
綴
し
て
い

る
の
は
、
大
正
九
年
以
降
で
あ
る
。

（
64
）　

図
書
寮
「
図
書
録
」
大
正
一
〇
〜
一
一
年
（
識
別
番
号
九
九
〇
二
八
八
）
同
一
〇
年
第
二

二
号
文
書
。

（
65
）　

同
右
、
大
正
一
一
年
第
四
五
号
文
書
。

（
66
）　

外
崎
覚
『
六
十
有
一
年
』（
外
崎
浩
、
一
九
二
二
年
）。
外
崎
の
講
演
や
諸
書
の
序
文
等
、

折
り
に
触
れ
て
著
し
た
文
章
を
中
心
に
纏
め
た
も
の
。

（
67
）　

大
臣
官
房
総
務
課
「
進
献
録
一
」
大
正
一
一
年
（
識
別
番
号
六
八
五
三
七
）・
同
「
進
献

録
二
」
同
年
（
識
別
番
号
六
八
五
三
八
）、
東
宮
職
「
日
誌
」
同
年
（
識
別
番
号
二
四
六
八
〇
）

等
に
関
係
記
事
が
な
い
。

（
68
）　

前
掲
註
（
57
）。
例
え
ば
、「（
宮
内
省
）
諸
陵
寮
志
草
稿
」（
Ｋ
Ｋ
〇
九
一
ク
ナ
）、「
雲
井

の
影
草
稿
」（
Ｋ
Ｋ
〇
九
一
ク
モ
）
等
。
前
者
は
、
諸
陵
寮
「
諸
陵
寮
誌
三
」
明
治
三
一
〜
大

正
一
四
年
（
識
別
番
号
五
六
〇
〇
三
）、
同
「
陵
墓
資
料
（
管
理
資
料
）
諸
陵
寮
誌
三
」
明
治

三
一
〜
四
〇
年
（
識
別
番
号
四
一
〇
三
九
）
及
び
「
同
四
」
明
治
四
一
〜
大
正
一
四
年
（
識
別
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番
号
四
一
〇
四
〇
）
の
草
稿
で
、
外
崎
自
筆
。
大
正
一
二
年
の
大
震
災
に
お
け
る
諸
陵
寮
の
被

災
状
況
も
略
記
さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
資
料
は
、
明
治
二
六
年
の
京
都
御
所
及
び
二
条
離
宮
拝

観
記
で
、
こ
れ
も
外
崎
自
筆
。

（
69
）　

例
え
ば
、
出
張
中
の
記
事
、
諸
陵
頭
を
始
め
同
寮
関
係
者
に
関
す
る
記
載
等
が
あ
り
、
前

掲
註
（
50
）
川
村
①
に
若
干
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
綜
合
的
に
検
証
し
た
い
。

（
70
）　

例
え
ば
、
大
正
六
〜
一
一
年
を
中
心
に
絞
る
と
、、「〔
出
雲
国
熊
野
大
社
々
司
〕
熊
野
氏

家
系
取
調
書
並
絵
図
」
大
正
九
年
（
図
書
寮
文
庫
、
陵
│
三
三
三
）、
諸
陵
寮
「
陵
墓
資
料

（
考
説
・
考
証
資
料
）
神
代
三
陵
に
就
て
」
大
正
一
〇
年
（
識
別
番
号
四
〇
四
四
二
）、
同
「
陵

墓
資
料
（
考
説
・
考
証
資
料
）
古
墳
調
査
復
命
書
」
大
正
七
年
（
識
別
番
号
四
〇
八
六
三
）、

同
「
陵
墓
資
料
（
管
理
資
料
）
諸
陵
寮
沿
革
一
斑
（
附
諸
陵
寮
沿
革
大
要
）」（
識
別
番
号
四
一

〇
三
二
）、
同
「
考
証
録
一
〜
三
」
大
正
六
年
（
識
別
番
号
二
四
二
〇
│
一
〜
三
）
等
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
「
考
証
録
」
に
つ
い
て
一
言
す
る
と
、
外
崎
は
大
正
三
年
八
月
二
〇
日
に
諸
陵
寮
の

考
証
課
勤
務
考
証
掛
主
任
を
命
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
簿
冊
を
例
に
採
れ
ば
、
①
各
地
で
発
見

さ
れ
た
古
墳
の
考
証
、
②
古
墳
地
へ
忠
霊
碑
等
の
建
設
、
③
そ
の
他
の
照
会
事
案
に
関
す
る
考

証
に
よ
る
「
取
調
書
」
及
び
寮
内
の
立
案
手
続
き
等
を
行
い
、
他
に
「
群
馬
千
葉
二
県
下
古
墳

調
査
ノ
復
命
書
」
を
作
成
し
た
。
こ
の
三
冊
に
編
綴
さ
れ
た
事
案
の
過
半
を
外
崎
が
担
当
し
て

お
り
、
自
筆
ま
た
は
タ
イ
プ
文
書
に
は
自
身
の
花
押
ま
た
は
押
印
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、「
考

証
録
」
の
う
ち
、
外
崎
の
「
取
調
書
」
が
編
綴
さ
れ
て
い
る
簿
冊
は
、
右
の
大
正
六
年
に
限
ら

れ
る
。
そ
の
事
由
は
、
諸
陵
寮
の
公
文
書
類
は
、
大
正
一
二
年
の
震
災
に
よ
り
灰
燼
に
帰
し
た

も
の
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
前
掲
し
た
諸
陵
寮
「
陵
墓
資
料
（
管
理
資
料
）

諸
陵
寮
誌
四
」、
同
「
陵
墓
資
料
（
管
理
資
料
）
諸
陵
寮
沿
革
一
斑
（
附
諸
陵
寮
沿
革
大
要
）」

に
震
災
時
の
概
略
が
記
さ
れ
て
お
り
、
後
者
は
、
外
崎
覚
が
編
輯
し
た
文
書
で
あ
る
。
こ
う
し

た
事
情
の
た
め
、
考
証
課
勤
務
中
の
外
崎
の
職
務
全
般
を
把
握
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
が
、

「
外
崎
覚
日
記
」
等
に
よ
り
断
片
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
71
）　

例
え
ば
、「
殉
難
録
稿
（
総
目
・
附
録
）」
明
治
二
六
〜
四
〇
年
、
全
五
七
冊
（
図
書
寮
文

庫
、
陵
│
四
三
〇
）、
殉
難
録
取
調
掛
「
殉
難
録
附
録
草
稿　

其
他
」
明
治
四
二
年
（
識
別
番

号
七
二
一
七
四
）、
調
査
課
「
殉
難
録　

総
目
録
共
」
明
治
二
六
〜
四
〇
年
、
全
五
五
冊
（
識

別
番
号
七
二
〇
六
三
〜
七
二
一
一
七
）、
調
査
課
「
殉
難
録
稿
本　

附
録
共
」
明
治
二
六
〜
四

〇
年
、
全
五
六
冊
（
識
別
番
号
七
二
一
一
八
〜
七
二
一
七
三
）、
図
書
寮
「
殉
難
録
稿
出
版
録
」

明
治
二
六
〜
四
〇
年
（
識
別
番
号
九
九
〇
三
三
九
）
等
が
あ
り
、「
殉
難
録
稿
」
の
編
纂
や
調

査
に
関
す
る
資
料
等
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
右
記
の
「
出
版
録
」
に
は
、
殉
難
録
取

調
掛
（
の
ち
諸
陵
頭
）
足
立
正
聲
が
図
書
頭
に
宛
て
た
「
殉
難
録
稿
」
の
出
版
に
関
す
る
照
会

文
書
が
編
綴
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
部
は
外
崎
が
筆
記
し
た
文
書
で
あ
る
。

（
72
）　

森
茉
莉
『
父
の
帽
子
』（
講
談
社
文
芸
文
庫
、
一
九
九
一
年
）
に
拠
る
。
ち
な
み
に
、
帝

室
博
物
館
総
長
た
る
森
が
大
正
一
一
年
六
月
一
四
日
に
自
ら
花
押
を
記
し
た
文
書
が
同
年
の

「
京
都
奈
良
両
館
録
」（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
「
館
史
資
料
」
一
八
三
八
）
に
編
綴
さ
れ
て
お

り
、
森
は
花
押
の
左
に
寄
贈
本
『
蕪
村
画
集
』
を
「
一
見
シ
タ
シ
」
と
書
き
込
ん
で
い
る
。
こ

の
日
は
東
京
帝
室
博
物
館
に
出
勤
し
た
最
後
の
日
で
、
翌
一
五
日
か
ら
病
臥
の
身
と
な
っ
た
。

病
状
の
深
刻
化
を
自
覚
す
る
中
で
、
な
お
も
学
術
的
関
心
に
根
差
し
た
意
欲
を
表
し
て
お
り
、

職
務
の
精
励
ぶ
り
の
証
左
と
な
ろ
う
。
こ
の
文
書
は
、
東
京
国
立
博
物
館
の
田
良
島
哲
の
調
査

研
究
に
基
づ
き
、
同
館
で
平
成
三
〇
年
に
開
催
さ
れ
た
展
示
会
「
就
任
一
〇
〇
年　

帝
室
博
物

館
総
長
森
鷗
外
の
筆
跡
」
に
出
展
さ
れ
た
。

（
73
）　

例
え
ば
、『
山
陰
中
央
新
報
』
平
成
三
〇
年
七
月
一
五
・
一
九
日
、『
朝
日
新
聞
』
同
年
七

月
一
四
日
、『
読
売
新
聞
』
同
年
七
月
一
五
日
等
。
同
年
七
〜
九
月
、
津
和
野
町
の
森
鷗
外
記

念
館
に
お
い
て
当
該
資
料
を
含
む
「
新
収
蔵
品
展
」
や
講
演
会
が
開
か
れ
た
。

〔
附
記
〕　

小
稿
の
関
係
資
料
・
文
献
の
調
査
及
び
執
筆
に
あ
た
り
、
文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館

の
塚
田
瑞
穂
氏
、
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
の
福
井
隆
敏
氏
、
東
奥
義
塾
高
等
学
校
図
書
館
の
大

森
さ
と
美
氏
、
奈
良
国
立
博
物
館
の
内
藤
栄
氏
（
以
上
、
調
査
順
）
に
は
格
別
の
御
教
示
・
御

高
配
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
前
稿
に
引
き
続
い
て
先
学
諸
氏
や
宮
内
庁
書
陵
部
関
係
者
等
か
ら
も

同
様
の
御
鴻
恩
に
与
っ
た
。
こ
こ
に
深
甚
な
る
謝
意
を
申
し
上
げ
た
い
。
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表 1　図書頭森林太郎の在任中の動静、決裁・立案業務等の一覧表（大正6～7年を事例として）

年月日
森林太郎の動静

①日記「大正六年日記」及び「委蛇録」／
②書翰／③編修課「日誌」＝抄出＝

公文書名 文書番号 案件
決裁・立案
（図書頭・
総長）

大正6年12月25日

①午前十時往宮内省。任帝室博物館総長兼図書
頭。歴訪波多野宮相、石原次官、寺内首相、大
島陸相、岡田文相、山県公、有栖川宮、華頂宮、
朝香宮、東久邇宮、竹田宮、閑院宮、東伏見宮
通刺。帰途叩石黒男忠悳、賀古鶴所。皆不逢。
夜賀古鶴所至。訪山口鋭之助。／②書翰1130桂
湖村宛（帝室博物館総長兼図書頭就任にあたり
漢詩を送る）。／③寮頭已下出頭。……山口寮
頭免官。

図書寮「公文録」 第41号 大膳寮大正五年供御録両陛下宮城ノ部以下二十
一冊領収ノ件 決裁山口押印

大正6年12月26日 ①朝始入博物館事務所視事。次往図書寮。出。午餐于紅葉。訪股野琢。坐談 久。歴訪伏見宮、山階宮、賀陽宮、久邇宮、梨本宮、北白川
宮。夜森脇忠至。／③寮頭已下出頭。……新寮頭就位ノ挨拶アリ。

大正6年12月27日 ①往博物館。視事。
大正6年12月28日 ①往図書寮。視事。午後入本省見波多野宮相。

／③寮頭已下出頭。……午后一時一同上局ニ参
集、寮頭ヨリ挨拶アリ了テ各課ヲ廻ル、仝二時
退寮。

大正6年12月28日？ 図書寮「例規録」 第8号 公文書類編纂保管規程中改正ノ件（訓令第二八
号） 稟議押印

大正6年12月30日 ①参内。次詣東宮。訪山県老公話。訪波多野宮相話。訪石黒忠悳話。

大正7年1月1日
①参内賀正。歴訪有栖川宮、久邇宮、閑院宮、
東伏見宮、波多野宮相、寺内首相、岡田文相、
後藤内相、大嶋陸相、杉子孫七郎、石黒男忠悳。
……往亀井伯邸。謁萱堂。通刺于湖村桂先生。

図書寮「例規録」 第1号

公文書類編纂保管規程細則中改正施行竝大臣ニ
報告ノ件
〔註〕当該文書の立案日の「十　」日を抹消し
て「一」日と改めており、実際の立案・決裁日
が異なると察せられるが、その日にちが明記さ
れておらず、便宜上この日に入れる。

決裁押印

大正7年1月2日 ①歴訪……股野藍田〔琢〕。
大正7年1月3日 ①詣賢所。

大正7年1月4日 ①参博物館。午時赴精養軒例年会。股野藍田翁以下来集者数十人。是日館有鎮火式。侑酒於防火夫。／③午前十一時上局ニ参集、祝詞ヲ述
ヘ各司退寮。

大正7年1月5日 ① 新年宴会。五味均平、佐佐木信綱、石原喜久太郎至。／③新年宴会。
大正7年1月7日 ①参館。
大正7年1月8日 ①参図書寮。／③寮頭已下出頭。
大正7年1月9日 ①参館。

大正7年1月10日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。 図書寮「雑件録」 第1号 大正六年度御系譜及公文書類編纂費予算残額大
正七年度ニ繰越方内蔵頭ヘ照会ノ件 決裁花押

大正7年1月11日 ①朝詣賢所。祭英照后也。午後参館。
大正7年1月12日 ①参寮。濱野知三郎至。／③寮頭已下出頭。
大正7年1月13日 ①山口鋭之助至。不逢。
大正7年1月14日 ①参館。会議。……夜正木氏電議任菊池芳文於帝室技芸員之事。令正木氏明旦訪神谷初之助講其手段。

大正7年1月15日 ①拝帝室制度審議会用掛。通刺於伊東子巳代治
邸。参寮。／③寮頭已下出頭。

図書寮「例規録」 第1号
公文書類編纂保管規程細則中別記ノ通改正大正
七年一月一日ヨリ之ヲ施行致候間此段報告候也
（公文書類編纂保管規程細則中改正施行竝大臣
ニ報告ノ件）

決裁押印

図書寮「重要雑録」第1号 御歴代ノ代数及御年紀等ニ関スル取調書大臣ヘ
提出ノ件 決裁押印

大正7年1月16日 ①参館。正木直彦至。浅田審議会幹事齎文書至。

大正7年1月17日
①訪石原次官於宮内省。決不為菊池芳文開詮考
会之事。並嘱託団伊能以館務之事。参寮。引見
滝精一。午後再訪石原。呈五味均平所著歴世異
議沿革一巻坿録三巻。／③寮頭已下出頭。

図書寮「例規録」 第1号

案（公文書類編纂保管規程細則中改正施行竝大
臣ニ報告ノ件）
〔註〕当該文書の受付印に「一月十五日」とあ
るため、立案年月日欄の「大正七年一月十七日」
（決裁年月日欄は「大正同年同月同日」）のうち
「十七日」を塗抹し「一日」に書き改められて
いるが、実際の立案・決裁が大正七年一月十七
日であったことが窺える。

決裁押印

大正7年1月18日 ①参館。宮本包則来見。
大正7年1月19日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。……公文書類編纂保管規程細則中改正之義回覧。但大正七年一月一日ヨリ施行。同日附。
大正7年1月21日 ①参館。上田萬年、瀬名義利来訪。

大正7年1月22日 ①参寮。午後訪石原次官於宮内省。／③寮頭已
下出頭。

図書寮「公文録」 第1号 大臣官房総務課大正四年宮内職員進退録以下九
冊領収ノ件 決裁花押

図書寮「公文録」 第2号
大臣官房総務課大正五年宮内職員進退録以下九
冊及同調査課大正五年告示録以下二十三冊領収
ノ件

決裁花押

大正7年1月23日 ①参館。／②書翰1139永井荷風宛「当方又々官吏と相成今回は一時全く筆硯廃絶の覚悟に御座候。帝国文学に出すものは歴史物残稾に御座候」。
大正7年1月24日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。 図書寮「雑件録」 第2号 皇室略牒査閲方宗秩寮総裁ヘ依頼ノ件 決裁花押
大正7年1月25日 ①参館。／②書翰1142山田孝雄宛「御相談申上度事有之候ニ付近キ内ニ博物館ヘ御立寄被下間敷哉月水金ニハ出勤仕居候」云々。
大正7年1月26日 ①参寮。／②書翰1143濱野知三郎宛「大抵月水金ハ四時マデ上野博物館火木土ハ同時刻マデ丸之内三年町虎ノ門図書寮」。／③寮頭……出頭。
大正7年1月27日 ②書翰1143濱野知三郎宛「二十七日……ハ朝ヨリ行幸御見送等ニテ」。
大正7年1月28日 ①参館。折柬招山田孝雄。談刊玄応音義之事、発見村山徳 稿本博物館蔵書目三十巻。
大正7年1月29日 ①参宮内省。言事石原次官。往侍従職。謝賜肉。

／②書翰1144濱野知三郎宛「借用仕候目録博物
館ヘ持参シラベサセ候処コレガ縁ニナリテ原稿
三十巻ヲ発見仕候」。／③寮頭……出頭。

大正7年1月29日？ 図書寮「雑件録」 第2号 回答（皇室略牒査閲方宗秩寮総裁ヘ依頼ノ件）：
宗秩寮総裁 稟議花押

大正7年1月30日 ①参館。
大正7年1月31日 ①参寮。／③寮頭……出頭。

大正7年2月1日 ①参館。
図書寮「公文録」 第3号 大臣官房総務課大正四年宮内職員進退録女官ノ

部一冊領収ノ件 決裁　－

図書寮「尚蔵録」 第1号 稔彦王殿下王男子御誕生ニ関スル書類ヲ宗秩寮
ヨリ領収ノ件 決裁　－

大正7年2月2日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。
大正7年2月4日 ①参館。
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大正7年2月5日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。 図書寮「公文録」 第4号 主殿寮出張所明治十九年ヨリ同四十四年ニ至ル
公文書類仮目録領収ノ件 決裁押印

大正7年2月6日 ①参館。
大正7年2月7日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。
大正7年2月8日 ①参館。／③公爵一条家ヘ照会之件。昭憲皇太后実録編修ニ付左之二件之回答ヲ渡ス。

大正7年2月9日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。 図書寮「実録編修
録」 第1号 昭憲皇太后実録編修ニ付倉橋氏之略歴外一件取

調方公爵一条家ヘ照会ノ件 決裁花押

大正7年2月11日 ①紀元節。拝賢所。午時賜宴。／③紀元節、参賀午前十一時。

大正7年2月12日
①参寮。午後始赴部局長官会議。無事足記者。
始与北条学習院長語。／③寮頭已下出頭。……
一、昭憲皇太后実録編修上ニ付取調之義公爵一
条家ニ照会之回答。

図書寮「実録編修
録」 第1号

記（昭憲皇太后実録編修ニ付倉橋氏之略歴外一
件取調方公爵一条家ヘ照会ノ件）：公爵一条実
輝回答書

稟議　－

大正7年2月13日 ①参館。

大正7年2月14日 ①参寮。……午後合於次官室。議差遣侍従于諸会之事。次官言宮城内土工之事。／②書翰1149青山徹蔵宛「御遺物トシテ書幅御贈与被下謹
而受納仕候。先日御話有之候Virchow 遺物之事ハ博物館ヨリ御相談申上候筈ニ相成居候。／③寮頭已下出頭。

大正7年2月15日 ①参館。視動物苑。秋山光夫、団伊能至。
大正7年2月16日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。
大正7年2月18日 ①参館。有鑑査会。／②書翰1150川口陟宛（刀

剣鑑定、当館具眼者少なく要改善。）大正7年2月18日？ 図書寮「重要雑録」第3号 庁舎及文庫新築ノ儀ニ付伺ノ件 立案　－
大正7年2月19日 ①参寮。外崎覚語渋江抽斎手沢本貞丈雑記之事。渋江保至。／③寮頭……出頭。
大正7年2月20日 ①参館。

大正7年2月21日 ①参寮。参省。訪総務課、内蔵寮、内匠寮。／
③寮頭……出頭。 図書寮「図書録」 第9号 内閣記録課外四箇所ヨリ図書借用ノ件：内閣記

録課 決裁花押

大正7年2月22日 ①参館。
大正7年2月23日 ①往葉山。謁上。皇后賜帛。饗茶。見石原次官言事。／②書翰1151桂湖村宛「去二十三日宮内省部局長官総代トシテ葉山ニ伺候仕候」。
大正7年2月24日 ①率杏奴類往上野。午餐于伊豆栄。三村清三郎、外崎覚、牧野富太郎、佐佐木信綱、蟻川寅三郎至。荒木虎太郎、弟潤三郎亦至。供飯。
大正7年2月25日 ①参館。

大正7年2月26日 ①参寮。参省。／③寮頭……出頭。

図書寮「雑件録」 第4号 案（皇室略牒送付ノ件）：各宮附別当又ハ事務
官宛 決裁花押

図書寮「雑件録」 第4号 案（皇室略牒送付ノ件）：総務課ほか宛 決裁花押
図書寮「雑件録」 第4号 案（皇室略牒送付ノ件）：道庁府県宛 決裁花押
図書寮「雑件録」 第4号 案（皇室略牒送付ノ件）：朝鮮総督府ほか宛 決裁花押

大正7年2月27日 ①参館。
大正7年2月28日 ①参寮。／③寮頭……出頭。

大正7年3月1日 ①参館。
図書寮「例規録」 大正8年

第1号
公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（侍医寮）（公文書類保存期間ノ区別
及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

図書寮「雑件録」 第3号 皇室略牒二部内務省警保局ヘ送付ノ件 決裁花押
図書寮「雑件録」 第4号 案（皇室略牒送付ノ件） 決裁花押

大正7年3月2日 ①参寮。／③寮頭……出頭。
大正7年3月3日 ①宮本包則、神谷初之助至。

大正7年3月4日 ①参館。

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（調査課）（公文書類保存期間ノ区別
及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（式部職）（公文書類保存期間ノ区別
及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

図書寮「雑件録」 第4号 皇室略牒送付方依頼之部（皇室略牒送付ノ件）：
外務省宛 決裁　－

大正7年3月5日 ①参寮。／③寮頭……出頭。 図書寮「公文録」 第5号 内匠寮大正六年例規録以下十三冊領収ノ件 決裁花押
大正7年3月6日 ①参館。
大正7年3月7日 ①参寮。／③寮頭……出頭。 図書寮「公文録」 第6号 御歌所大正五年歌御会日記以下二冊領収ノ件 決裁花押
大正7年3月8日 ①参館。

大正7年3月9日 ①参寮。／③寮頭……出頭。 図書寮「重要雑録」第4号 大正八年度ニ於テ施行ヲ要スル工事ノ有無ニ関
シ内匠寮ヘ回答ノ件 決裁花押

大正7年3月11日 ①参館。 図書寮「雑件録」 第4号 皇室略牒送付ノ件 決裁　－

大正7年3月12日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。 図書寮「公文録」 第7号 式部職大正四年度簿記簿以下三十三冊領収ノ件 決裁花押
図書寮「公文録」 第8号 式部職大正四年儀式録以下三十四冊領収ノ件 決裁花押

大正7年3月13日 ①参館。黒田清輝至。

大正7年3月14日 ①参寮。午後参省。議皇城内土工之事。／③寮
頭已下出頭。

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（総務課）（公文書類保存期間ノ区別
及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（大膳寮）（公文書類保存期間ノ区別
及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（主殿寮）（公文書類保存期間ノ区別
及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

図書寮「尚蔵録」 第2号 大正六年中公布ノ皇室令正本同附属書類大臣官
房調査課ヨリ領収ノ件 決裁花押

大正7年3月14日？ 図書寮「例規録」 大正8年
第1号

回答（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊名改
定ノ件）：式部長官 稟議花押

大正7年3月15日

①参館。大正7年3月15日？ 図書寮「例規録」 大正8年
第1号

〔回答〕（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊
名改定ノ件）：大膳頭 稟議花押

図書寮「雑件録」 第5号 通牒（種痘希望者侍医寮ヘ通牒ノ件）：侍医頭 稟議花押
大正7年3月16日 ①参寮。／③寮頭……出頭。
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大正7年3月18日 ①参館。

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（臨時帝室編修局）（公文書類保存期
間ノ区別及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（内大臣府）（公文書類保存期間ノ区
別及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

図書寮「雑件録」 第4号 皇室略牒配布方照会ニ付回答（皇室略牒送付ノ
件）：岡山県知事官房宛 決裁花押

大正7年3月19日

①参寮。／③寮頭已下出頭。……天然痘予防上
種痘施行之義侍医頭ヨリ通牒回覧。大正7年3月19日？

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

〔回答〕（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊
名改定ノ件）：侍医頭 稟議花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

〔回答〕（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊
名改定ノ件）：臨時帝室編修局御用掛 稟議花押

大正7年3月20日 ①参館。 図書寮「雑件録」 第5号 種痘希望者侍医寮ヘ通牒ノ件 決裁　－
大正7年3月21日 ①拝賢所。／③春季皇霊祭。
大正7年3月22日 ①参館。

大正7年3月23日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。 図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（内蔵寮）（公文書類保存期間ノ区別
及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

大正7年3月24日 ①神谷初之助、秋山光夫至。不逢。

大正7年3月25日
①参館。秋山光夫至。／③秋山属本日出頭、任
宮内属　秋山光夫、……図書寮勤務ヲ命ス、
……編修課勤務皇統譜掛及実録掛ヲ命ス、……
大正七年三月十四日。

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（帝室会計審査局）（公文書類保存期
間ノ区別及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

大正7年3月26日

①参寮。／③寮頭已下出頭。

図書寮「例規録」 第2号 記 ( 分課規程中改正ノ件（訓令第二号）） 決裁花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（侍従職）（公文書類保存期間ノ区別
及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

図書寮「例規録」 大正10
年第2号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（皇后宮職）（公文書類編纂ノ儀ニ付
皇后宮大夫ヘ通牒ノ件）

決裁花押

大正7年3月26日？
図書寮「例規録」 大正8年

第1号
回答（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊名改
定ノ件）：主殿頭 稟議花押

図書寮「雑件録」 第6号 帝範臣軌訂補二部内務省ヘ送付ノ件（写）：宮
内大臣決裁文書 決裁花押

大正7年3月27日
①参館。

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（内匠寮）（公文書類保存期間ノ区別
及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

大正7年3月27日？ 図書寮「例規録」 大正8年
第1号

回答（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊名改
定ノ件）：内蔵頭 稟議花押

大正7年3月28日

①参寮。往宮内省。言事於次官。／③寮頭已下
出頭。

図書寮「重要雑録」第5号 文庫改築ニ付内閣文庫其他視察ノ件 決裁花押

図書寮「公文録」 第11号
主殿寮出張所公文書類送付方照会ノ件（主殿寮
出張所明治十九年宮内省支庁礼典録以下十一冊
領収ノ件）

決裁花押

大正7年3月28日？
図書寮「例規録」 大正8年

第1号
〔回答〕（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊
名改定ノ件）：帝室会計審査局長官 稟議花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

〔回答〕（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊
名改定ノ件）：内大臣秘書官長 稟議花押

大正7年3月29日 ①参館。

図書寮「公文録」 第9号 主殿寮大正六年警察録甲編以下四冊領収ノ件 決裁花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（主馬寮）（公文書類保存期間ノ区別
及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

大正7年3月30日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。 図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（諸陵寮）（公文書類保存期間ノ区別
及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

図書寮「公文録」 第10号 調度寮大正五年電話電灯録以下十冊領収ノ件 決裁花押
大正7年4月1日

①参館。大正7年4月1日？ 図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（文書課）（公文書類保存期間ノ区別
及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

大正7年4月2日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。 図書寮「重要雑録」第5号 〔京都帝国大学附属図書館ほかへ依頼状〕（文
庫改築ニ付内閣文庫其他視察ノ件） 決裁花押

大正7年4月3日 ①神武祭。……拝賢所。／③神武天皇祭。

大正7年4月4日

①参寮。／③寮頭已下出頭。

図書寮「例規録」 第3号 公文書類編纂ノ順序ニ付各部局ヘ照会ノ件 決裁花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（主猟寮）（公文書類保存期間ノ区別
及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

大正7年4月4日？
図書寮「例規録」 大正8年

第1号
〔回答〕（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊
名改定ノ件）：侍従長 稟議花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

回答（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊名改
定ノ件）：主馬頭 稟議花押

大正7年4月5日
①参館。／②書翰1162長井行宛「博物館人員ナ
カヽヽ動シ難ク機ノ到ルヲ待ツ外無御坐候……
是ハ大臣伺済其途開ケ居事ニ候」。

図書寮「公文録」 第38号 公文書類ノ冊数下総御料牧場ヘ照会ノ件 決裁　－

大正7年4月5日？
図書寮「例規録」 第3号 回答（公文書類編纂ノ順序ニ付各部局ヘ照会ノ

件）：内蔵頭 稟議花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

回答（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊名改
定ノ件）：諸陵頭 稟議花押

大正7年4月6日
①参寮。／③寮頭已下出頭。大正7年4月6日？ 図書寮「例規録」 大正8年

第1号
回答（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊名改
定ノ件）：帝室会計審査局長官 稟議花押

大正7年4月7日 図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（御料牧場）（公文書類保存期間ノ区
別及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押
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大正7年4月8日

①参館。午後参省。列部局長会。

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（調度寮）（公文書類保存期間ノ区別
及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

図書寮「公文録」 第11号 主殿寮出張所明治十九年宮内省支庁礼典録以下
十一冊領収ノ件 決裁花押

大正7年4月8日？
図書寮「公文録」 第38号 回答（公文書類ノ冊数下総御料牧場ヘ照会ノ

件）：下総御料牧場 稟議花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

回答（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊名改
定ノ件）：御料牧場統理主馬頭 稟議花押

大正7年4月9日

①参寮。／③寮頭……出頭。

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（宗秩寮）（公文書類保存期間ノ区別
及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（皇子附）（公文書類保存期間ノ区別
及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

図書寮「物品報告
録」

番号付
与なし 庁用物品受払報告ノ件 決裁花押

大正7年4月9日？
図書寮「例規録」 第3号 回答（公文書類編纂ノ順序ニ付各部局ヘ照会ノ

件）：主殿頭 稟議花押

図書寮「例規録」 第3号 回答（公文書類編纂ノ順序ニ付各部局ヘ照会ノ
件）：主馬頭 稟議花押

大正7年4月10日

①参館。……次詣紀尾井町伏見宮邸。賞花。大正7年4月10日？
図書寮「例規録」 第2号 分課規程中改正ノ件（訓令第二号） 稟議花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

回答（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊名改
定ノ件）：皇子傅育官長 稟議花押

大正7年4月11日

①参寮。／③寮頭已下出頭。

図書寮「図書録」 第9号 内閣記録課外四箇所ヨリ図書借用ノ件：内閣記
録課 決裁花押

図書寮「例規録」 第2号 〔事務分掌規程改正ノ件〕（分課規程中改正ノ
件（訓令第二号）） 決裁花押

図書寮「例規録」 第2号 案 ( 分課規程中改正ノ件（訓令第二号）） 決裁花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（澄宮附）（公文書類保存期間ノ区別
及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

大正7年4月11日？

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

〔回答〕（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊
名改定ノ件）：文書課長 稟議花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

回答（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊名改
定ノ件）：内匠頭 稟議花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

回答（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊名改
定ノ件）：調度頭 稟議花押

図書寮「雑件録」 大正6年
第4号

書籍目録寄贈方依頼ノ件（図書目録送付ノ件）：
内務省神社局長 稟議花押

図書寮「物品報告
録」

番号付
与なし 照会（庁用物品受払報告ノ件）：調度寮 稟議押印

大正7年4月12日 ①参館。大槻如電至。是日始識面。
大正7年4月13日 ①参寮。被陸相大嶋健一招。午食於後楽園。／③寮頭已下出頭。
大正7年4月14日 ①訪寺内首相、大嶋陸相、伊東子。
大正7年4月15日

①参館。山階宮武彦王成年式。賜午餐於霞関離
宮。大正7年4月15日？

図書寮「公文録」 第38号 回答（公文書類ノ冊数下総御料牧場ヘ照会ノ
件）：下総御料牧場外山分場 稟議　－

図書寮「例規録」 第3号 〔回答〕（公文書類編纂ノ順序ニ付各部局ヘ照
会ノ件）：侍医頭 稟議花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

回答（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊名改
定ノ件）：主猟頭事務取扱 稟議花押

大正7年4月16日
①参寮。／③寮頭……出頭。大正7年4月16日？ 図書寮「例規録」 大正8年

第1号
〔回答〕（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊
名改定ノ件）：澄宮御養育掛長 稟議花押

大正7年4月17日
①参館。大正7年4月17日？ 図書寮「例規録」 第3号 回答（公文書類編纂ノ順序ニ付各部局ヘ照会ノ

件）：主馬頭 稟議花押

大正7年4月18日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。
大正7年4月19日

①参館。……北条学習院長至。大正7年4月19日？ 図書寮「例規録」 第3号 回答（公文書類編纂ノ順序ニ付各部局ヘ照会ノ
件）：大膳頭 稟議花押

大正7年4月20日
①参寮。／③寮頭已下出頭。大正7年4月20日？ 図書寮「例規録」 第3号 〔回答〕（公文書類編纂ノ順序ニ付各部局ヘ照

会ノ件）：内大臣秘書官長 稟議　－

大正7年4月22日 ①参館。

大正7年4月23日

①参寮。／③寮頭已下出頭。

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（東宮職）（公文書類保存期間ノ区別
及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

図書寮「公文録」 第12号 学習院明治四十二年ヨリ同四十四年ニ至ル進退
録一冊領収ノ件 決裁花押

大正7年4月23日？ 図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（学習院）（公文書類保存期間ノ区別
及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

大正7年4月24日 ①参館。正木美術学校長、渋江保、松村直臣至。
大正7年4月25日 ①上幸美術協会。予亦陪観焉。皇后賜台湾羽族数種。飼養於動物園。詣闕謝。後参寮。
大正7年4月26日 ①皇后臨美術協会。予亦迎送之。……是日参館。／③（○編修課＝）皇統譜并関係図書庶務課ニ引継ス。八拾五部、一千三拾六冊。
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大正7年4月27日

①参寮。／③寮頭已下出頭。

図書寮「図書録」 第1号 皇統譜稿本並皇統ニ関スル図書八十四部一千三
十二冊図書課ニ於テ保管ノ件 決裁花押

大正7年4月27日？
図書寮「例規録」 大正8年

第1号
回答（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊名改
定ノ件）：宗秩寮総裁 稟議花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

回答（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊名改
定ノ件）：学習院長 稟議花押

大正7年4月29日 ①参館。東宮生日。賜宴於高縄〔ママ〕宮。
大正7年4月30日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。（○編修課＝）明治天皇実録材料二本立本箱三本、一本立本箱二本、但封之儘、右図書課へ引継ニ付書類差出。
大正7年5月1日 ①参寮。
大正7年5月2日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。
大正7年5月3日

①参館。小川一真至。午後入動物園。観師子。大正7年5月3日？ 図書寮「例規録」 第3号 回答（公文書類編纂ノ順序ニ付各部局ヘ照会ノ
件）：澄宮御養育掛長 稟議花押

大正7年5月4日 ①参寮。……饗午餐。予亦往焉。／③寮頭已下
出頭。大正7年5月4日？ 図書寮「例規録」 第3号 回答（公文書類編纂ノ順序ニ付各部局ヘ照会ノ

件）：学習院長 稟議花押

大正7年5月6日 ①参館。久保田鼎自奈良至。宮崎道三郎、渋江
保至。監査会議。／③（○編修課＝明治天皇実
録材料を図書課へ引継ぎの件、出納掛へ保管依
頼差出し云々）。

大正7年5月6日？ 図書寮「例規録」 大正8年
第1号

回答（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊名改
定ノ件）：東宮大夫 稟議花押

大正7年5月7日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。 図書寮「重要雑録」第5号 〔高等商業学校附属図書館ほかへ依頼状〕（文
庫改築ニ付内閣文庫其他視察ノ件） 決裁花押

大正7年5月8日 ①参館。
大正7年5月9日 ①参寮。／③寮頭已下出頭、

大正7年5月10日 ①参館。波多野子敬直。招飲予等於紅葉館。／③（○編修課＝明治天皇実録材料引継書類を保管依頼の趣に変更して編修課から図書課に差
出す）。

大正7年5月11日 ①参寮。潤三郎至。／③寮頭已下出頭。

図書寮「図書録」 第9号 内閣記録課外四箇所ヨリ図書借用ノ件：内閣記
録課 決裁花押

図書寮「重要雑録」第5号 〔成田文庫へ依頼状〕（文庫改築ニ付内閣文庫
其他視察ノ件） 決裁花押

図書寮「重要雑録」第5号 文庫設計図書送付方依頼ノ件（文庫改築ニ付内
閣文庫其他視察ノ件） 決裁花押

大正7年5月12日 ①梨本妃、方子規子両女王来観動物園。予往焉。

大正7年5月13日 ①参館。 図書寮「図書録」 大正8年
第10号 内閣記録課外七箇所ヨリ図書借用ノ件：無窮会 決裁　－

大正7年5月14日

①参寮。往宮内省。訪田尻稲次郎於東京市庁。
説市志不可載内廷之事。／③寮頭……出頭。

図書寮「公文録」 第13号 皇后宮職大正六年贈賜録以下三冊領収ノ件 決裁花押

図書寮「図書録」 大正8年
第10号 内閣記録課外七箇所ヨリ図書借用ノ件：無窮会 決裁　－

大正7年5月14日？
図書寮「例規録」 第3号 回答（公文書類編纂ノ順序ニ付各部局ヘ照会ノ

件）：主猟頭事務取扱 稟議　－

図書寮「雑件録」 大正6年
第4号 記（図書目録送付ノ件）：無窮会長 稟議花押

大正7年5月15日 ①参館。……夕与帝室技芸員会於上野精養軒。

大正7年5月16日
①参寮。訪鶴田禎次郎於衛戍病院。転赴青山梨
本宮。途上悪寒甚。力疾而行。点簿誤字。帰途
困臥不起。／③寮頭已下出頭。

図書寮「公文録」 第14号 内匠寮大正五年会計録以下五冊領収ノ件 決裁花押

大正7年5月17日 ①臥内終日。
大正7年5月18日 ①如前日。
大正7年5月20日 ①参館。監査会議。 図書寮「雑件録」 第7号 領収（大阪府立図書館写真同館ヘ送付ノ件） 決裁花押
大正7年5月21日

①恭子女王拝賢所。陪之。／③（○編修課＝）
皇親譜徴謄写手続ヲ為ス）。大正7年5月21日？

図書寮「例規録」 第3号 回答（公文書類編纂ノ順序ニ付各部局ヘ照会ノ
件）：大臣官房文書課長 稟議　－

図書寮「公文録」 第15号
公文書類引継ノ件（下総御料牧場明治十年外国
往復留以下三百五十二冊竝明治九年以降会計帳
簿三百十冊領収ノ件）

稟議花押

大正7年5月22日 ①参館。観 Brangwin〔○ Frank Brangwyn〕
画於三越楼上。午餐。

大正7年5月23日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。
図書寮「例規録」 大正8年

第1号
公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（御歌所）（公文書類保存期間ノ区別
及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

図書寮「公文録」 第15号 下総御料牧場明治十年外国往復留以下三百五十
二冊竝明治九年以降会計帳簿三百十冊領収ノ件 決裁花押

大正7年5月24日 ①参館。
大正7年5月25日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。
大正7年5月27日 ①参館。上田萬年、山田孝雄至。
大正7年5月28日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。 図書寮「公文録」 第16号 主殿寮大正六年宮殿録以下十八冊領収ノ件 決裁花押
大正7年5月29日

①参館。
図書寮「雑件録」 第7号 大阪府立図書館写真同館ヘ送付ノ件 決裁　－

大正7年5月29日？ 図書寮「雑件録」 第7号 〔依頼書〕（大阪府立図書館写真同館ヘ送付ノ
件）：大阪府立図書館長 既読花押

大正7年5月30日 ①参寮。午時出過荒木氏。与石原次官等会于館。／③寮頭已下出頭。
大正7年5月31日

①参館。新村出始来見。大正7年5月31日？ 図書寮「公文録」 第17号 学習院女学部明治十八年ヨリ同三十年ニ至ル進
退録以下六冊領収ノ件 決裁花押

大正7年6月1日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。 図書寮「重要雑録」第6号 庁舎文庫及図書公文書類ニ関スル調査書内匠寮
ヘ送付ノ件 決裁花押

大正7年6月3日 ①参館。
大正7年6月4日 ①参寮。／③寮頭出。 図書寮「皇統譜録」第1号 恭子女王殿下御帰嫁ノ儀皇統譜ニ登録ノ件 立案押印
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大正7年6月5日
①参館。

図書寮「図書録」 第2号 畝傍山四辺諸陵所在図外三十三点諸陵寮ヨリ領
収ノ件 決裁花押

図書寮「公文録」 第33号 大正六年以前ノ公文書類引継方京都奈良両博物
館ヘ照会ノ件 決裁花押

大正7年6月5日？ 図書寮「雑件録」 第7号 〔受領書〕（大阪府立図書館写真同館ヘ送付ノ
件） 稟議花押

大正7年6月6日 ①参寮。／③寮頭出。
大正7年6月7日

①参館。大正7年6月7日？
図書寮「例規録」 第3号 回答（公文書類編纂ノ順序ニ付各部局ヘ照会ノ

件）：東宮大夫 稟議花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

〔回答〕（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊
名改定ノ件）：御歌所長 稟議花押

大正7年6月8日 ①参寮。／③寮頭出。

大正7年6月10日 ①参館。午前参省。登録恭子女王婚嫁事於皇親
譜。見石原次官言事。 図書寮「皇統譜録」第1号 恭子女王殿下御帰嫁ノ儀皇統譜ニ登録ノ件 登録済・副本

登録済押印

大正7年6月11日 ①参館。交付除書。次又参寮。同交付除書。／
③寮頭出。

図書寮「図書録」 第9号 内閣記録課外四箇所ヨリ図書借用ノ件：東京帝
国大学文科大学史料編纂掛 決裁　－

図書寮「皇統譜録」第1号 通牒案（恭子女王殿下御帰嫁ノ儀皇統譜ニ登録
ノ件） 決裁花押

図書寮「皇統譜録」第1号 記（恭子女王殿下御帰嫁ノ儀皇統譜ニ登録ノ件）決裁　－
大正7年6月12日 ①参館。
大正7年6月13日 ①参寮。令五味均平送渡辺千春葬。山田孝雄至。／③寮頭出。
大正7年6月14日 ①参館。

大正7年6月15日
①参寮。参省。／③寮頭出。

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（帝室林野管理局）（公文書類保存期
間ノ区別及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁花押

大正7年6月15日？ 図書寮「重要雑録」第5号 〔石川県立図書館より平面図等回答状〕（文庫
改築ニ付内閣文庫其他視察ノ件） 稟議花押

大正7年6月17日 ①参館。
大正7年6月18日 ①参寮。迎英王子於東京駅。侯霞関離宮。／③寮頭出。
大正7年6月19日

①参館。大正7年6月19日？
図書寮「重要雑録」第5号 〔大正記念長岡市立互尊文庫より平面図等回答

状〕（文庫改築ニ付内閣文庫其他視察ノ件） 稟議花押

図書寮「例規録」 大正8年
第1号

回答（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊名改
定ノ件）：帝室林野管理局長官 稟議花押

大正7年6月20日 ①参寮。午後四時謁英皇子。／③寮頭出。
大正7年6月21日 ①参館。
大正7年6月22日 ①参寮。／③寮頭出。
大正7年6月24日 ①参館。参省。賜物。

大正7年6月25日 ①地久節。……参内。謁皇后。観英元帥服。賜午餐。／②書翰1172賀古鶴所宛「博物館繰越金一万五千円ヲ陳列替ニ使用之件追加予算トシ
テ提出イタシ候処内蔵寮（内蔵頭ハ山崎氏）ノ意見トシテムヅカシキ模様ニ相見エ候」云々。／③地久節。

大正7年6月26日 ①参館。
大正7年6月27日 ①参寮。／③寮頭出。
大正7年6月28日 ①参館。
大正7年6月29日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。
大正7年7月1日

①参館。午後赴文部省修文館。議修身書之事。大正7年7月1日？ 図書寮「例規録」 第3号 回答（公文書類編纂ノ順序ニ付各部局ヘ照会ノ
件）：帝室林野管理局長官 稟議　－

大正7年7月2日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。
大正7年7月3日

①参館。正木校長来話文部省展覧会事。大正7年7月3日？ 図書寮「重要雑録」第5号 〔明治記念新潟県立図書館より設計図面等回答
状〕（文庫改築ニ付内閣文庫其他視察ノ件） 稟議花押

大正7年7月4日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。
大正7年7月5日

①参館。大正7年7月5日？
図書寮「例規録」 第3号 回答（公文書類編纂ノ順序ニ付各部局ヘ照会ノ

件）：調度頭 稟議花押

図書寮「例規録」 第3号 回答（公文書類編纂ノ順序ニ付各部局ヘ照会ノ
件）：皇子附 稟議花押

大正7年7月6日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。
大正7年7月7日 ①五味均平……来。
大正7年7月8日 ①参館。……課長会議。定目録楷式。
大正7年7月9日

①参寮。／③寮頭已下出頭。大正7年7月9日？ 図書寮「例規録」 第3号 回答（公文書類編纂ノ順序ニ付各部局ヘ照会ノ
件）：臨時帝室編修局主事事務取扱 稟議　－

大正7年7月10日 ①参館。／②書翰1175賀古鶴所宛「次官ニ面会
シテ昨十日」云々（天産課を文部省に移譲の件、
博物館陳列替えの件）。

図書寮「図書録」 第9号 内閣記録課外四箇所ヨリ図書借用ノ件：内閣記
録課 決裁花押

大正7年7月10日？ 図書寮「例規録」 大正8年
第1号

公文書類保存期限ノ区別及編纂簿冊名改正ニ付
協議ノ件（帝室博物館）（公文書類保存期間ノ
区別及編纂簿冊名改定ノ件）

決裁　－

大正7年7月11日 ①参寮。……従是日寮三時公退。／③寮頭……
出頭。 図書寮「公文録」 第18号 内大臣府大正六年進退録一冊領収ノ件 決裁花押

大正7年7月12日
①予参館。引見菊池清吉。

図書寮「公文録」 第19号 主猟寮大正六年猟場録甲編以下八冊領収ノ件 決裁花押

大正7年7月12日？ 図書寮「例規録」 第3号 回答（公文書類編纂ノ順序ニ付各部局ヘ照会ノ
件）：内匠頭 稟議　－

大正7年7月13日 ①参寮。
図書寮「図書録」 大正8年

第10号
内閣記録課外七箇所ヨリ図書借用ノ件：賀茂別
雷神社 決裁花押

図書寮「皇統譜録」第2号 賀彦王殿下薨去ノ儀皇統譜ニ登録ノ件 立案押印
図書寮「皇統譜録」第3号 珖子女王殿下薨去ノ儀皇統譜ニ登録ノ件 立案押印
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大正7年7月15日

①参館。／②書翰1176賀古鶴所宛（軟体動物特
に貝類に趣味を有するは皇太子〔○昭和天皇〕
である件、天産課の文部省移譲につき宮内次官
と文部次官の交渉成立等の件）。／③回覧（図
書頭森林太郎⇒寮中一般、墓参の休暇につき従
来の許可を改め賜暇とせず暑中休暇を利用すべ
きこと）。

図書寮「例規録」 第5号 自今特別ノ事情アル場合ノ外賜暇セサルニ付可
成暑中休暇利用ノ件 決裁　－

大正7年7月16日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。
大正7年7月17日

①参館。……午後赴芝離宮。大正7年7月17日？ 図書寮「例規録」 大正8年
第1号

回答（公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊名改
定ノ件）：帝室博物館総長

稟議花押／帝
室博物館総長
印

大正7年7月18日 ①参寮。入江為守来話池田四郎次郎事。／③寮
頭已下出頭。

図書寮「図書録」 第3号 標註職原抄外七点百二十九冊式部職ヨリ領収ノ
件 決裁花押

図書寮「図書録」 第4号 詔勅録外七百三十点式部職ヨリ領収ノ件 決裁花押
大正7年7月19日 ①参館。高橋健自求和鏡聚英題字。
大正7年7月20日 ①参寮。柴田駒三郎帯九鬼隆一命来。言古社寺保存会事。／③寮頭已下出頭。

大正7年7月22日 ①参館。午前参省。録久邇宮子女夭折事于譜牒。
図書寮「皇統譜録」第2号 賀彦王殿下薨去ノ儀皇統譜ニ登録ノ件 登録済・副本

登録済押印

図書寮「皇統譜録」第3号 珖子女王殿下殿下薨去ノ儀皇統譜ニ登録ノ件 登録済・副本
登録済押印

大正7年7月23日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。

図書寮「公文録」 第20号 元内苑寮明治三十七年御煤払関係書類以下二百
三冊編纂保管ヲ要セサルニ付内匠寮へ返戻ノ件 決裁花押

図書寮「皇統譜録」第3号 案（珖子女王殿下殿下下薨去ノ儀皇統譜ニ登録
ノ件） 決裁花押

図書寮「皇統譜録」第3号 記（珖子女王殿下殿下下薨去ノ儀皇統譜ニ登録
ノ件） 決裁花押

大正7年7月24日 ①参館。
大正7年7月25日 ①参寮。和田英松来寮。／③寮頭已下出頭。
大正7年7月26日 ①参館。
大正7年7月27日 ①参寮。省議允可館内整理費。／③寮頭已下出頭。
大正7年7月28日 ①投刺于亀井伯玆常、石黒男忠悳、波多野宮相敬直、山県公有朋、伊東子巳代治（○下略）。
大正7年7月29日 ①参館。佐佐木信綱来話。
大正7年7月30日 ①明治天皇祭。拝皇霊殿。／③明治天皇祭。
大正7年7月31日 ①参館。杏奴与類来館。大正7年7月31日？ 図書寮「公文録」 第34号 元内苑寮所属公文書類編纂完了報告ノ件 決裁花押
大正7年8月1日 ①参寮。／③本日ヨリ暑中休暇、正午退庁トナル。
大正7年8月2日 ①参館。
大正7年8月3日 ①赴日在別業。与妻茉莉杏奴類婢鶴倶。

大正7年8月5日
①還家。

図書寮「図書録」 第9号 内閣記録課外四箇所ヨリ図書借用ノ件：内閣記
録課 決裁　－

大正7年8月5日？ 図書寮「例規録」 第3号 回答（公文書類編纂ノ順序ニ付各部局ヘ照会ノ
件）：式部長官 稟議　－

大正7年8月6日 ①奉送天皇皇后於上野駅。参館。／②書翰1178
賀古鶴所宛「此ヨリ博物館之展示替ニトリカヽ
リ可申候」。大正7年8月6日？ 図書寮「公文録」 第20号

領収（元内苑寮明治三十七年御媒払関係書類以
下二百三冊編纂保管ヲ要セサルニ付内苑寮へ返
戻ノ件）

稟議　－

大正7年8月7日 ①参館。課長会議。列品更位孰先孰後之事上議。
大正7年8月8日 ①参寮。／③寮頭……出頭。
大正7年8月9日 ①参館。
大正7年8月10日 ①参寮。／③寮頭……出頭。
大正7年8月12日 ①参館。監査会議。
大正7年8月14日 ①参館。
大正7年8月15日 ①参寮。／②書翰1179濱野知三郎宛「博物館展示替ニ着手休日ナシニ働居候」。
大正7年8月16日 ①参館。

大正7年8月17日 ①参寮。／③寮頭……出頭。 図書寮「公文録」 第21号
主猟寮明治十一年ヨリ同十五年ニ至ル千葉県下
御遊猟場書類以下四百十二冊編纂保管ヲ要セサ
ルニ付同寮ヘ返戻ノ件

決裁花押

大正7年8月19日 ①参館。
大正7年8月20日 ①参寮。
大正7年8月21日 ①参館。
大正7年8月22日 ①参寮。
大正7年8月23日 ①参館。
大正7年8月24日 ①参寮。／③寮頭……出頭。
大正7年8月25日 ①率茉莉往日在別業。同車者五人。……夕還東京。
大正7年8月26日 ①参館。監査会議。
大正7年8月27日 ①参寮。／③寮頭……出頭。
大正7年8月28日 ①参館。
大正7年8月29日 ①参寮。 図書寮「公文録」 第22号 学習院女学部大正四年進退録以下四冊領収ノ件 決裁花押
大正7年8月30日 ①参館。
大正7年8月31日 ①天長節。
大正7年9月2日 ①参館。

大正7年9月3日 ①参寮。／②書翰1183濱野知三郎宛（月水金曜日は博物館に午前八時から午後四時まで勤務、火木土曜日は図書寮に午前八時から午後一時
まで勤務）。

大正7年9月4日 ①参館。五味均平還自信濃。
大正7年9月5日 ①参寮。与謝野寛至。
大正7年9月6日 ①参館。
大正7年9月7日 ①参寮。／③寮頭……出頭。
大正7年9月9日 ①参館。
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大正7年9月10日 ①参寮。訪清水谷侍従、股野藍田、不遇。／③寮頭……出頭。
大正7年9月11日 ①参館。訪清水谷実英於宮廷。次与近藤久敬議正倉院扉開闔之事。
大正7年9月12日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。

大正7年9月13日 ①参館。市来主殿頭至。

図書寮「図書録」 第5号 群書索引外一部二十三冊大臣官房総務課ヨリ領
収ノ件。 決裁花押

大臣官房総務課
「正倉院御物拝観
録」

第60号 帝室博物館総長ヨリ正倉院曝凉ノ儀並拝観期間
御治定上申ノ件：宮内大臣稟議文書 上申総長印

大正7年9月14日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。

大正7年9月16日 ①参館。 図書寮「図書録」 大正8年
第10号

内閣記録課外七箇所ヨリ図書借用ノ件：内閣記
録課 決裁花押

大正7年9月17日 ①参寮。午後参内。市来氏引至曝凉之処。観古銅器及古筆蹟。

大正7年9月18日 ①参館。原富太郎至。 図書寮「例規録」 大正9年
第1号 天皇皇族実録編修規程上申ノ件 決裁花押

大正7年9月19日 ①参寮。／②書翰1186賀古鶴所宛（雅楽譜の件、「後藤君」宮内省に同行の件）。／③寮頭已下出頭。

大正7年9月20日 ①参館。 図書寮「公文録」 第23号 内匠寮主管大礼工事ニ関スル図面九巻、青写真
十一袋、書類百冊領収ノ件 決裁花押

大正7年9月21日 ①根津祭。参寮。／③寮頭已下出頭。
大正7年9月23日 ①参館。
大正7年9月24日 ①皇霊祭。感冒不参拝。／③春季皇霊祭。

大正7年9月25日
①参館。山田孝雄至。

図書寮「図書録」 第9号 内閣記録課外四箇所ヨリ図書借用ノ件：内閣記
録課 決裁　－

大正7年9月25日？ 図書寮「図書録」 第8号 御願（宋版大蔵経中ノ一切経音義撮影方文学博
士上田萬年ヨリ出願ノ件）：上田萬年 稟議花押

大正7年9月26日 ①朝電車不行。参寮。／③寮頭已下出頭。

大正7年9月28日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。 図書寮「図書録」 第8号 宋版大蔵経中ノ一切経音義撮影方文学博士上田
萬年ヨリ出願ノ件 決裁花押

大正7年9月29日 ①宮芳平来話。
大正7年9月30日

①参館。大正7年9月30日？
大臣官房総務課
「正倉院御物拝観
録」

第61号 正倉院御物拝観同御物曝凉ニ付官報々告及外務
大臣秘書官ヘ通牒ノ件：宮内大臣決裁文書 決裁花押

大正7年9月（日付
なし） 図書寮「例規録」 大正8年

第1号
公文書類保存期間ノ区別及編纂簿冊名改定ノ
件：宮内大臣決裁文書 立案押印

大正7年10月1日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。
大正7年10月2日 ①参館。
大正7年10月3日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。

大正7年10月4日 ①参館。……訪関保之助。 図書寮「図書録」 第9号 内閣記録課外四箇所ヨリ図書借用ノ件：有栖川
宮附 決裁　－

大正7年10月5日 ①参館。往文部省。議展覧会之事。午餐。
大正7年10月6日 ①午前往文部省。公議前日之事。
大正7年10月8日 ①参館。赴文部省展覧会于竹台。
大正7年10月9日

①参館。又赴会于竹台。監査雕塑物畢。大正7年10月9日？

大臣官房総務課
「正倉院御物拝観
録」

第63号 東京帝国大学史料編纂官黒板勝美外二名拝観許
可ノ件：宮内大臣決裁文書 決裁花押

大臣官房総務課
「重要雑録」 第3号 御物ノ写真撮影ニ関スル件：宮内大臣決裁文書 決裁花押

大正7年10月10日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。
大正7年10月11日 ①参館。午前赴竹台。黒田清輝来話。
大正7年10月12日 ①参寮。／③寮頭已下出頭。
大正7年10月14日 ①参館。……山田孝雄来論朝儀得失。午後参省。見近藤久敬。議歴世実録之事並正倉院縦観特例之事。
大正7年10月15日 ①参寮。／③寮頭……出頭。
大正7年10月16日 ①往軍医学校。脚気会也。
大正7年10月17日 ①神嘗祭。終日在家。／③神嘗祭。

大正7年10月18日

①参館。……往文部省展覧会。

図書寮「図書録」 大正8年
第10号

内閣記録課外七箇所ヨリ図書借用ノ件：東京帝
国大学文科大学史料編纂掛 決裁花押

大正7年10月18日？
大臣官房総務課
「正倉院御物拝観
録」

第64号 造神宮技手榎本正之助外二名拝観願出特ニ許可
ノ件：総務課長決裁文書 決裁花押

大正7年10月19日 ①空無繊翳。参寮。潤三郎至。／③寮頭已下出
頭。 図書寮「公文録」 第24号 主猟寮大正四年度歳出計算簿以下二十三冊領収

ノ件 決裁花押

大正7年10月20日 ①与妻茉莉歩上野。赴帝室技芸員会於博物館。
大正7年10月21日 ①参館。大矢透来見。掛札中佐撿館内兵器。
大正7年10月22日 ①赴雕塑審査会於学士院。午後参館。
大正7年10月23日

①参館。大正7年10月23日？

大臣官房総務課
「正倉院御物拝観
録」

第65号 文部省国語調査嘱託大矢透正倉院聖語蔵経巻拝
観許可ノ件：宮内大臣決裁文書 決裁花押

大臣官房総務課
「正倉院御物拝観
録」

第66号 大阪陸軍兵器支廠々員陸軍砲兵大尉村川補拝観
願出許可ノ件：総務課長決裁文書 決裁花押

大正7年10月24日
①参寮。／③寮頭已下出頭。大正7年10月24日？ 図書寮「公文録」 第25号 女子学習院明治三十九年ヨリ大正五年ニ至ル本

省往復書類以下三十八冊領収ノ件 決裁花押

大正7年10月25日 ①参館。赴美術審査総会乎美術学校。土肥慶蔵至。不逢。
大正7年10月26日 ①参館。催特別陳列会。懸古仏画。宮相波多野敬直等来観焉。
大正7年10月27日 ①皇儲駕至文部省展覧会、日本美術協会。予往陪観。
大正7年10月28日 ①参館。黒田清輝……至。 図書寮「公文録」 第35号 引継未済ﾉ公文書類送付方大膳寮へ照会ノ件。 決裁　－
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大正7年10月29日 ①参寮。／③寮頭……出頭。
大正7年10月30日

①参館。午後参省。有増補皇室典範之議。大正7年10月30日？
大蔵官房総務課
「正倉院物拝観
録」

第71号 文部省古社寺保存計画調査嘱託福井利吉郎拝観
願出許可ノ件：宮内大臣決裁文書 決裁花押

大正7年10月31日 ①天長節参賀。与妻孥往上野。入展覧会場。／③天長節。
大正7年11月1日 ①参館。椿山公告四日来観館画。
大正7年11月2日 ①参省。見近藤久敬。告明旦発 。訪新椿山荘。

神谷初之助、高橋健自、永井如雲来話。供高橋
晩餐。大正7年11月2日？

大臣官房総務課
「正倉院御物拝観
録」

第73号
東京帝国大学文科大学美学研究室副手上野直昭
外二名拝観願出ノ儀副手ハ助手同様特ニ許可ノ
件：宮内大臣決裁文書

決裁花押

大正7年11月3日 ①〔○この日より30日まで「寧都訪古録」と題し長文につき、中略等を付さずに要点のみを摘記し、補語を（ ）内に記す〕朝発東京。達
奈良。久保田鼎等在駅站迎接。卸行李於博物館官舎。時午後十一点。／②書翰1192・1193森シゲ子宛（正倉院へ出張のため移動、奈良着）。

大正7年11月4日
①午前往正倉院。検勅封。巡御領境界。出今小路街。投刺於県知事邸。巡視博物館内。夜清水谷侍従自京都東山文庫至。／②書翰1193森シ
ゲ子宛（正倉院勅封検査、御料地を巡視して法隆寺に至り、文部省の依頼による壁画保存法実施状況を視察）、書翰1196市河三陽宛（正倉
院へ出張、博物館官舎の一室に自炊同様の生活）。

大正7年11月5日

①朝赴正倉院。入事務所。勅使清水谷侍従尋至。
開北中南三倉。開封自北倉始。次中倉。次南倉。
御筆華押。横折奉書紙。侍従撿御署。而後蔵之。
予与侍従入倉。久保田鼎随焉。歴覧階下階上。
薄午侍従辞去。次開聖語蔵。還事務所午餐。／
②書翰1197森シゲ子宛（正倉院御開扉済み）、
書翰1198森茉莉・杏奴・類宛「天子サマノオカ
キハンノアルカミデチヤウマヘガマイテアルノ
ヲトイテミル」云々。

大臣官房総務課
「正倉院御物拝観
録」

第70号 正倉院十一月五日御開封済上申ノ件：宮内大臣
稟議文書 上申　－

大正7年11月6日 ①参院。開仮倉二扉。仮倉宮内大臣所封。中蔵
残欠物数十箱。又丁巳移経巻乎此。以修繕聖語
蔵故也。黒板勝美、三枝重敬、松平年一来。対
挍古文書。是日為始。／②書翰1199森シゲ子宛
（今日より拝観開始、午後市中歩き）。

大正7年11月6日？
大臣官房総務課
「正倉院御物拝観
録」

第72号 明治神宮造営局嘱託出雲路通次郎拝観願出許可
ノ件：総務課長決裁文書

決裁　－　
出張不在

大正7年11月7日
①参院。通閲正倉院蔵物目録、聖語蔵経巻目録。入中倉。撿古文書四種。又入仮倉。撿布帛断裂数箱。断裂中有天寿国曼荼羅銘四字。曰利
令者椋。按銘文曰。画者東漢末賢。高麗加西溢。又漢奴加己利。令者椋部秦久麻。四字中利字連上読。椋字連下読。／②書翰1203森茉莉・
杏奴・類宛（奈良の鹿や馬酔木等）。

大正7年11月8日

①参院。入仮倉。観隋代写経、華氈、大幡等。
／②書翰1206森茉莉・杏奴・類宛（正倉院のエ
ダマツ、北山の湯屋等）。

図書寮「公文録」 第26号 調度寮大正五年供給録甲編以下二十六冊領収ノ
件 決裁　－

大正7年11月8日？

大臣官房総務課
「正倉院御物拝観
録」

第67号 東京帝国大学史料編纂補助嘱託朝河貫一拝観願
出追加許可ノ件：宮内大臣決裁文書 決裁花押

大臣官房総務課
「正倉院御物拝観
録」

第68号
華厳宗管長東大寺住職ヨリ同寺塔中持宝院住職
上司永純外十四名拝観願出ノ儀内々ニ拝観取計
ノ旨帝室博物館総長ヘ通牒ノ件：総務課長決裁
文書

－

大正7年11月9日 ①参院。開扉。午時雨。闔扉。／②書翰1208森茉莉・杏奴・類宛（平城宮址の視察等）、書翰1215濱野知三郎宛（大極殿視察等）。
大正7年11月10日 ①参院開扉。造神宮使遣関保之助、榎本正之助至。撿胡籙之古制。／②書翰1210森茉莉・杏奴・類宛（十輪院視察等）

大正7年11月11日 ①参院開扉。／②書翰1211森シゲ子宛（物産陳
列所視察等）。

東京帝室博物館
「正倉院録」 第1号 修理経巻還納ニ付第八回上申（聖語蔵経巻修理

ノ件） 決裁花押（写）

大正7年11月12日 ①参院開扉。井上清始至。

大正7年11月13日 ①参院。納経於聖語蔵。自是日始。／②書翰1216森茉莉・杏奴・類宛「ヤクシヨノカヘリニ若草山ニノボリマシタ」云々）、書翰1217山田
孝雄宛「正倉院聖語蔵内ノ玄応音義急ギシラベ候処別紙之通ニ有之」云々。

大正7年11月14日 ①雨。不開倉扉。博物館員小野某持正倉院記稿来示。／②書翰1221森シゲ子宛（右京、郡山方面を視察）、書翰1222森茉莉・杏奴・類宛（菅
原、垂仁天皇陵等を視察）。

大正7年11月15日 ①参院。／②書翰1224森シゲ子宛（奈良博物館長久保田鼎が今日より発熱引籠もりにつき、鷗外が正倉院のこと1人で受け入れ）。書翰1225
森茉莉・杏奴・類宛（奈良には水道がないため、貯水池を視察）。

大正7年11月16日 ①参院。予与黒板勝美、関保之助等測度倉蔵諸尺。又与関等撿綺綾羅絁及木綿。／②書翰1226森茉莉・杏奴・類宛（若草山、奈良の鹿）。
大正7年11月17日 ①修繕袈裟一領。磨鉾畢業。下手剣並刀子。／②書翰1228山田孝雄宛（正倉院聖語蔵内の玄応音義等につき撮影出願）。
大正7年11月18日

①雖参院。而不及開倉而退出。欲観飛鳥京。上
車至香具山。従此徒歩。繞山西麓而南。抵飛鳥
村。抵畝傍。拝神武天皇陵。上車還。／②書翰
1229森潤三郎宛（日帰りにて奈良の古蹟と称す
べきを視察）、書翰1231森茉莉・杏奴・類宛
（香具山、飛鳥方面視察）。

大正7年11月18日？

大臣官房総務課
「正倉院御物拝観
録」

第74号 文部省美術展覧会出品者中推薦者並特選者拝観
願出不許可ノ件：宮内大臣決裁文書 決裁　－

大臣官房総務課
「正倉院御物拝観
録」

第74号
〔拝観願出に対する謝絶案〕（文部省美術展覧
会出品者中推薦者並特選者拝観願出不許可ノ
件）：帝室博物館総長（総務課長宛）

総長印押印

大正7年11月19日 ①参院。研磨全終。

大正7年11月20日 ①参院開扉。与黒板関等測度銅鏡牙笏以古尺。
又撿臈纈夾纈絞臈等物。／②書翰1236森茉莉・
杏奴・類宛（高円山、白毫寺等視察）。

図書寮「図書録」 大正8年
第10号

内閣記録課外七箇所ヨリ図書借用ノ件：内閣記
録課 決裁　－

大正7年11月20日？ 図書寮「公文録」 第27号 公文書類引継之件（主猟寮大正元年ヨリ同六年
ニ至ル職員進退録以下十二冊領収ノ件） 稟議　－

大正7年11月21日 ①開扉。撿礼冠及馬装。遣吉浦祐全於奈良仏教図書館。閲玄応音義。無古槧古抄等。／②書翰1237森シゲ子宛（終日接待、27日に載仁親王
御蔵御覧の予定、久保田鼎全快出勤）。

大正7年11月22日 ①雖参院。而不闢倉。是日市来主殿頭来訪。／②書翰1240森茉莉・杏奴・類宛（平城京の地図等を作った北浦定政の墓へ行く）、書翰1242
山田珠樹宛（北浦定政の墓へ行く、奈良より飛鳥は随分研究の余地あり）。

大正7年11月23日 ①参院開倉。撿倭琴。／③新嘗祭。
大正7年11月24日 ①参院開倉。午時守正王来観。黒板勝美等去。

大正7年11月25日
①往京都。観博物館。夜還奈良。／②書翰1246
森シゲ子宛（拝観昨日終了するも載仁親王御覧
まで片付けなし、今日は京都帝室博物館視察、
その後帯屋に行く）。

図書寮「公文録」 第27号 主猟寮大正元年ヨリ同六年ニ至ル職員進退録以
下十二冊領収ノ件 決裁　－

大正7年11月26日 ①参院開倉。過午載仁親王並妃来観。／②書翰1247森シゲコ宛（載仁親王予定1日早く今日御覧。27・28日に後片付け）。
大正7年11月27日 ①参院。糞除三倉。久保田鼎赴法隆寺。不参院。
大正7年11月28日 ①放衙。往京都。／②書翰1251森茉莉・杏奴・類宛（今日は休みにつき京都へ行く）。
大正7年11月29日 ①午前十時清水谷侍従来院。予与之入倉撿視畢。侍従勅封三扉。夕発奈良。経京都還東京。
大正7年11月30日 ①朝入東京。参省見波多野宮相。午時還家。
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大正7年12月2日 ①参博物館。鑑査。小川一真、三枝光太郎来見。
観法隆寺旧蔵御物。

東京帝室博物館
「正倉院録」 第1号 聖語蔵経巻修理ノ件：宮内大臣決裁文書 立案花押

大正7年12月3日 ①参図書寮。至省。見石原次官。言実録之事並六国史之事。至文部省。見南次官弘。交付建美術館議。帝室技芸員所艸也。
大正7年12月4日 ①参館。還家病臥。 図書寮「公文録」 第28号 調度寮大正四年会計録以下三十八冊領収ノ件 決裁　－
大正7年12月5日 ①在蓐。
大正7年12月6日 ①在蓐。
大正7年12月7日 ①在蓐。従四日至是日絶粒。是日飲 。 図書寮「例規録」 第6号 欠勤遅刻ニ対シテハ年末勉励手当金減額ノ件 決裁花押
大正7年12月8日 ①在蓐。長尾恒吉至。飲 如前日。

大正7年12月9日
①在蓐。神谷初之助至。夕食粥。／③回覧（図
書頭森林太郎 寮中一般、本年度から欠勤・遅
刻の事由如何に拘わらず年末勉励手当金を減額
すべきこと）。

図書寮「図書録」 第6号 大礼記録及附属品共大臣官房総務課ヨリ領収ノ
件 決裁花押

大正7年12月10日

①在蓐。食粥如前日。起坐。大正7年12月10日？

図書寮「公文録」 第36号 主蔵寮所属公文書類編纂完了報告ノ件 決裁花押
図書寮「公文録」 第37号 旧公文書類編纂事務成績報告ノ件 決裁花押

図書寮「公文録」 第37号 明治年間ノ公文書類編纂事業成績報告（旧公文
書類編纂事務成績報告ノ件） 稟議花押

大正7年12月11日 ①妹君子至。食粥二次。／③寮頭……出頭。
図書寮「公文録」 第29号 学習院明治十八年本省達伺上申書類以下百九十

九冊編纂保管ヲ要セサルニ付同院ヘ返戻ノ件 決裁花押

図書寮「公文録」 第30号 女子学習院明治二十年諸達及伺上申書類以下百
一冊編纂保管ヲ要セサルニ付同院へ返戻ノ件 決裁花押

大正7年12月12日 ①校図書寮洋書目。

大正7年12月13日 ①図書寮洋書目校畢。 東京帝室博物館
「正倉院録」 第1号 聖語蔵経巻修理ノ儀ニ関シ奈良博物館長ヘ回答

ノ件（聖語蔵経巻修理ノ件） 決裁花押

大正7年12月14日 ①食家常飯。 大臣官房総務課
「重要雑録」 第4号 〔上申〕（六国史考異作成ノ件図書寮ニ於テ管

掌ノ件（指令二四一号）） 上申図書頭印

大正7年12月15日 ①山田珠樹始来見。共午餐。贈上田敏訳神曲刊本。
大正7年12月16日 ①病 退。而未出門。
大正7年12月17日 ①在家。
大正7年12月18日 ①在家。上賜鹿肉。所獲於天城山云。東宮賜金。
大正7年12月19日 ①猶在家。両陛下賜金。
大正7年12月20日 ①参館。病不能視事者。従五日至十九日。凡十有五日矣。武石貞松来見。
大正7年12月21日 ①参寮。午後桂先生至。／③寮頭……出頭。
大正7年12月22日 ①小金井良精、弟潤三郎至。付歴史図録題辞於高橋健自。
大正7年12月23日

①参館。大正7年12月23日？ 図書寮「雑件録」 大正6年
第4号 〔寄贈願書〕（図書目録送付ノ件）：和田維四郎 稟議　－

大正7年12月24日

①参館。夕与妻買玩具。晩餐於天金。大正7年12月24日？ 図書寮「公文録」 第30号
完結文書綴領収ノ件（女子学習院明治二十年諸
達及伺上申書類以下百一冊編纂保管ヲ要セサル
ニ付同院へ返戻ノ件）

稟議　－

大正7年12月25日 ①参館。午後往相互倶楽部。買書。夕雪。秋山光夫至。山口栄至。
大正7年12月26日 ①参寮。／③寮頭……出頭。 図書寮「公文録」 第31号 学習院大正五年教育録甲編以下六冊領収ノ件 決裁花押

大正7年12月27日

①参省。見波多野大臣。言事。退与近藤久敬語。
自省適館。夜五味均平至。／③明二十八日御用
仕舞ニ付図書頭ヨリ粗菓ヲ呈シ度候間、同日午
後ヨリ帝室博物館へ御参集相成度依命此段御通
知申候也。

図書寮「尚蔵録」 第3号
恭子女王殿下御婚嫁書類、賀彦王殿下薨去書 
類、珖子女王殿下薨去書類ヲ宗秩寮ヨリ領収ノ
件

決裁花押

大正7年12月28日 ①参館。饗館寮僚属於館。使紀淑雄。高橋健自及木下某艸国立博物館議。／②書翰1259桂湖村宛（国立博物館の件急を要し3人にて分担調査）。
大正7年12月29日 ①参内。又詣東宮署名。
大正7年12月30日 ①終日不出門。
大正7年12月31日 ①終日在家。

※1　本表は、森林太郎が帝室博物館総長兼図書頭に就任した大正6年12月25日から同7年12月31日までを収めた。森が関与した文書を扱うものであるが、森の就
任日に前任の図書頭山口鋭之助の押印文書があるので、これを参考のため記入した。

※2　検討の対象とした文書は、「森林太郎の動静」としては本表の該当見出しに記載した通りである。「決裁」及び「立案」等については大正6～7年の図書寮
「図書録」・同「例規録」・同「公文録」・同「皇統譜録」・同「尚蔵録」・同「実録編修録」・同「重要雑録」・同「雑件録」・同「物品報告録」の他、同年の帝
室博物館「正倉院録」・同「正倉院御物整理工程書」及び大臣官房総務課「正倉院御物拝観録」・同「重要雑録」に絞った。但し、前後に近接する年の各簿冊
に綴じ込まれた大正6～7年の関係文書も、必要なものを本表に入れた。一方、人事記録である図書寮「進退録」・同「職員録」は検討対象から外した。

※3　「月日」について、森の決裁文書は決裁日、立案文書は立案日。明確な記載がなく決裁日を立案日で、立案日や稟議日を文書受付日等で推測の場合は、「？」
を付して区別した。宮内大臣決裁文書等で森が中途決裁者である場合も同様に「？」を付した。上申文書は、上申日を採用した。

※4　「森林太郎の動静」について、①日記は、森の「大正六年日記」及び「委蛇録」は『鷗外全集』第35巻から帝室博物館総長兼図書頭の職務に関する記載を
中心に抄出・引用した。引用にあたり中略箇所を「……」で表したが、原則として上略・下略は表示していない。引用ではなく大意を記載する場合は（　）
で区別した。また、「委蛇録」に収められた大正7年11月の「寧都訪古録」から引用する場合は、略号を用いず要点のみを引用した。

※5　同じく「森林太郎の動静」について、②書翰は、森林太郎の書翰を『鷗外全集』第36巻から抄出・引用した。略号や大意の扱いは①日記と同様である。ま
た、③編修課「日誌」は、宮内公文書館所蔵資料であり、抄出・引用その他の扱いは、①・②同様である。

※6　「文書番号」及び「案件」について、同日かつ同じ公文書簿冊の場合は、編綴された順に従う原則とした。また、「案件」名の表記は、原則として各簿冊の
本文及び巻頭の目録の記載に拠ったが、若干改めた箇所もある。文書の標題がない場合は、〔　〕を付して適宜便宜上の名称を記載した。一方、当該案件が
異なる年の簿冊に収められている場合は、例えば「大正8年第1号」のように簿冊の年を加筆した。

※7　「決裁」・「立案」について、決裁・立案等の文書で森の押印・花押のないものは「－」で示し、「出張不在」等と記されたものは本表にその旨を記載した。
※8　本表には、森が関与した立案・決裁文書や稟議・上申文書を中心に収めたが、附属書類などで森が実見した可能性があるものでも押印等の必要がない文書
は除外した。

※9　作表の都合上、森の決裁・立案がなかった日は、「森林太郎の動静」の項については他の項を貫通する形で記載した。


